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「いかるが議会だより」は古紙配合率100％再生紙、
環境に優しい大豆油インキを使用しています。
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6月定例会 
15人の議員が抱負を語る 

6月定例会ではこんなことが決まりました 

10人の議員が一般質問を行いました 

委員会のうごき 
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菜の花プロジェクト（菜種の収穫） 

中川　靖広
広報発行常任委員会
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平
成
十
九
年
度
の
議
会
の
構
成
は
五
月
十
一
日
よ
り
次
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
か
ら
複
数
常
任

委
員
会
制
に
よ
り
、
特

別
委
員
会
か
ら
常
任
委

員
会
に
か
わ
り
、
四
常 

任
委
員
会
の
各
委
員
長 

が
二
年
間
、
担
当
す
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

編
集
に
あ
た
り
、
ひ
と 

り
で
も
多
く
の
方
に
目 

を
通
し
て
頂
け
る
よ
う 

考
え
て
い
ま
す
。 

◆
改
選
後
、
初
め
て
の
議
会
だ
よ

り
で
す
の
で
、
新
し
い
十
五
名
の

議
員
の
抱
負
を
掲
載
し
ま
し
た
。

◆
こ
の
四
年
間
、
議
員
と
し
て
の

責
務
を
果
た
す
事
が
重
要
で
す
。

何
を
言
っ
た
か
で
は
な
く
、
何
を

や
っ
た
か
が
大
事
で
す
。
選
挙
目

当
て
で
政
策
を
コ
ロ
コ
ロ
と
変
え

る
無
責
任
で
あ
っ
た
り
、
住
民
の

不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
無
節
操
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

◆
各
議
員
が
抱
負
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
、
公
約
実
現

を
し
て
き
た
の
か
を
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
正
確
に
住
民
の
目
線

で
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
先
日
、
平
群
町
議
会
か
ら
、
議

会
だ
よ
り
に
つ
い
て
視
察
に
来
ら

れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
広
報

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
充
実
し

た
も
の
に
す
る
た
め
の
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
◆
住
民
に
絶
対
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を

的
確
に
選
択
し
、
限
ら
れ
た
紙
面

に
要
約
し
て
、
い
か
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
事
が
重
要
か
を
、
再

度
認
識
し
ま
し
た
。 

◆
今
後
、
情
報
の
一
方
通
行
に
な

ら
な
い
よ
う
住
民
と
議
会
と
の
対

話
あ
る
企
画
も
必
要
と
考
え
ま
す
。 

（
飯
�
委
員
長
記
） 

 

委 員 会 名 称 構　成　委　員 委員会が担当する事項  

総務常任 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 

中 西 　 和 夫  
伴 　 　 吉 晴  
小 林 　 　 誠  
紀 　 　 良 治  
嶋 田 　 善 行  
辻 　 　 善 次  

厚生常任 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 

里 川 宜 志 子  
辻 　 　 善 次  
小 林 　 　 誠  
吉 野 　 俊 明  
西 谷 　 剛 周  
木 田 　 守 彦  

建設水道 
常任委員会 

 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 

飯� 　 昭 二  
宮� 　 和 彦  
吉 野 　 俊 明  
紀 　 　 良 治  
西 谷 　 剛 周  
浦 野 　 圭 司  

予算常任 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 

木 澤 　 正 男  
浦 野 　 圭 司  
宮 � 　 和 彦  
伴 　 　 吉 晴  
嶋 田 　 善 行  
木 田 　 守 彦  
 

総務、厚生、建設水道の各常任委員会に関する事務のうち、
予算に関する事務の調査をします。 

町の総合計画や行政改革、防災計画、文化振興財団、広報「い
かるが」、財政計画、交付税、財産管理、固定資産税、町
民税、小・中学校、幼稚園に関すること等の事務について
の調査、並びに議案、請願等の審査をします。 

児童福祉、老人保健、介護保険、国民健康保険、ごみ問題、
環境対策、住民登録・戸籍、国民年金に関すること等関す
ること等の事務についての調査、並びに議案、請願等の審
査をします。 

道路、河川、橋梁、町営住宅、観光イベント、町営駐車場、
商工業、農業、建築開発に伴う各種規制、屋外広告、公園・
緑地、駅前整備、都市計画道路、公共下水道に関すること
等の事務についての調査、並びに議案、請願等の審査をし
ます。 

広報発行 
常任委員会 

 

議会運営 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 

飯� 　 昭 二  
木 澤 　 正 男  
中 西 　 和 夫  
里 川 宜 志 子  
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 
 

里 川 宜 志 子  
飯� 　 昭 二  
嶋 田 　 善 行  
西 谷 　 剛 周   
浦 野 　 圭 司  
辻 　 　 善 次  

議会広報の編集、発行に関する事務 

定例議会の会期、議事日程及び議事進行に関すること、請願・
陳情の処理に関すること、意見書の提出等議会の対外的問
題に関すること等、その他議会運営上必要と認める事項及
び他の委員会に属さない事項の審査、調査をします。 

委員会の新しい構成をお知らせします 

議
　
長
　
　
中 

川
　
靖 

広
　
　
　
　
監
査
委
員
　
　
中 

西
　
和 

夫

副
議
長
　
　
嶋 

田
　
善 

行



　
歴
史
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
斑
鳩

町
を
愛
し
、
環
境
を
大
切
に
守
り
、

私
達
の
町
を
私
達
の
手
で
共
に
作
っ

て
い
く
事
を
大
切
だ
と
考
え
、
犯

罪
の
な
い
安
全
安
心
な
町
と
子
ど

も
達
の
心
身
と
も
健
や
か
な
育
成
、

福
祉
問
題
、
障
害
者
問
題
に
取
り

組
み
、
未
来
の
子
ど
も
達
に
託
す

為
に
も
、
今
何
を
す
べ
き
か
、
微

力
な
が
ら
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
 

議
　
長
に
　
中 

川
　
靖 

広
　
氏

副
議
長
に
　
嶋 

田
　
善 

行
　
氏

　
去
る
四
月
二
十
二
日
、
斑
鳩
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新

し
い
十
五
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
十
一
日
に
は
臨
時
町
議
会
を
開
き
、
議
長
に
中
川
靖
広
氏
、

副
議
長
に
嶋
田
善
行
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員

会
な
ど
の
各
委
員
も
選
任
し
、
監
査
委
員
に
中
西
和
夫
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

宮 � 和 彦 
興留３丁目 

　
新
人
議
員
と
し
て
、
初
心
を
忘

れ
ず
謙
虚
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
に
耳
を
傾
け
、
考
え
、
実
行

し
、
協
働
で
の
町
づ
く
り
の
パ
イ

プ
役
を
若
さ
と
情
熱
で
頑
張
り
ま

す
。
お
年
寄
り
や
若
者
に
、
住
み

な
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

斑
鳩
町
を
提
示
で
き
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

小 林 　誠 
興留４丁目 

　
議
会
と
行
政
と
は
車
の
両
輪
に

喩
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
「
車
」

の
所
有
者
（
オ
ー
ナ
ー
）
は
、
住

民
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
す
る

議
会
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

„
斑
鳩
の
住
民
力
 
を
信
じ
、
一

期
目
の
新
人
議
員
と
し
て
、
議
会

の
活
性
化
と
品
質
向
上
に
努
め
、

日
々
研
鑚
努
力
し
て
信
託
に
応
え

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 

吉 野 俊 明 
神南４丁目 

　
未
来
の
「
斑
鳩
っ
子
」
が
、
大

き
く
羽
ば
た
き
、
生
ま
れ
育
っ
た

町
を
誇
り
に
思
い
、
『
歴
史
と
文

化
に
囲
ま
れ
た
町
・
斑
鳩
』
で
斑

鳩
ら
し
い
教
育
が
で
き
る
よ
う
な

教
育
環
境
の
充
実
、
そ
し
て
、
町

民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
福
祉
問
題
、
環
境
問
題
に
新

人
で
す
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
 

�
 

紀 　 良 治 
神南３丁目 

　
皆
様
方
に
与
え
て
頂
き
ま
し
た
、

二
期
八
年
の
経
験
を
生
か
し
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
の

方
々
、
子
ど
も
、
子
育
て
を
さ
れ

て
い
る
保
護
者
の
方
々
の
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
精
一

杯
頑
張
ら
せ
て
頂
き
、
自
分
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
の
遂
行
に
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

中 川 靖 広 
龍田３丁目 

　
新
人
議
員
の
伴
吉
晴
で
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
皆
様
お
一
人
、

お
一
人
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
懸
命
に
働
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私
自
身
、
地
方
分
権

が
進
む
中
、
政
治
で
最
も
大
事
な

こ
と
は
、
心
の
通
っ
た
行
政
が
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

伴  　吉 晴 
稲葉西２丁目 

　
国
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
た
び

重
な
る
増
税
・
負
担
増
が
住
民
の

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
暮
ら
し
・
福
祉

を
守
る
防
波
堤
と
し
て
、
地
方
自

治
体
が
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
、
一
期
四
年
の
経
験
を
生
か
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
後
も
町
に

対
し
、
積
極
的
に
質
問
や
提
案
、

要
望
を
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
す
。
 

木 澤 正 男 
興留５丁目 

　
四
期
目
と
な
り
ま
し
た
。
諸
先

輩
方
の
退
職
等
で
、
今
で
は
、
先

輩
が
少
な
く
な
り
、
議
会
の
な
か

で
の
重
責
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
と
と
も
に
、
女
性
の
議
員
が

一
人
だ
け
と
い
う
の
も
、
と
て
も

大
変
で
す
。
十
二
年
の
経
験
と
女

性
の
視
点
や
感
性
を
生
か
し
て
、

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
、
行
政
へ
の
提

案
な
ど
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

 

里 川 宜 志 子 
法隆寺２丁目 

　
こ
れ
か
ら
の
「
斑
鳩
町
」
で
障

害
者
、
幼
年
少
者
、
高
齢
者
の
方
々

が
如
何
に
安
心
、
安
全
な
「
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
」
と
し
て
町
民
と

共
に
普
通
の
生
活
が
出
来
る
町
と

し
て
、
町
民
、
行
政
、
議
会
が
協

力
し
、
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
・

誠
意
、
努
力
し
て
い
く
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。
 

木 田 守 彦 
幸前２丁目 

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
時
代

に
突
入
し
、
当
町
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
構
想
も
よ
り
集
約
的
・
高
能
率

的
な
視
点
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り

し
た
貴
重
な
税
金
が
公
平
か
つ
有

効
に
使
わ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

還
元
さ
れ
て
い
る
か
を
、
議
員
の

立
場
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
 

�
 

浦 野 圭 司  
龍田４丁目 

　
新
人
議
員
と
し
て
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代
と
言

わ
れ
て
お
り
、少
子
・
高
齢
化
、情

報
化
社
会
の
進
展
、
地
域
福
祉
、

教
育
、環
境
問
題
等
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
し
、皆
さ
ん
と
共
に
考

え
、誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち・
斑
鳩
を
目
指
し
ま
す
。 

辻  　善 次 
法隆寺南１丁目 

　
こ
れ
ま
で
の
二
期
八
年
間
の
議

員
活
動
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
は
「
絆
」
が
大
切
で
あ
る
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
助
け
あ
う
絆
・

育
て
あ
う
絆
・
守
り
あ
う
絆
、
そ

ん
な
支
え
あ
い
の
「
絆
」
で
結
ば

れ
た
愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と
斑
鳩
の

実
現
に
向
け
て
、
皆
様
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
層

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
 中 西 和 夫 

法隆寺北１丁目 

　
こ
の
度
、
二
期
目
に
挑
戦
し
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
再
び
町
政

へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
町
政
を
取
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
の
中
、
住
民

の
声
を
形
に
す
る
と
と
も
に
「
人

が
輝
き
地
域
が
輝
く
社
会
」
を
目

指
し
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
挑
戦
し
、

住
民
の
負
託
に
応
え
、
町
政
発
展

の
た
め
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
 

飯 � 昭 二 
目安２丁目 

　
今
や
町
行
政
は
、
箱
物
行
政
と

化
し
、
町
行
政
は
益
々
悪
化
す
る

一
方
で
す
。
財
政
再
建
す
る
に
は

地
方
自
治
の
主
役
で
あ
る
町
民
皆

さ
ん
が
参
画
で
き
る
「
住
民
参
加

型
行
政
」
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
 

私
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
議
会
で
反

映
さ
せ
、
生
き
た
税
金
の
使
い
方

を
す
る
よ
う
、
町
行
政
の
厳
し
い

監
視
役
に
徹
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

西 谷 剛 周  
稲葉車瀬１丁目 

　
一
期
目
は
無
我
夢
中
で
し
た
が
、

一
生
懸
命
に
議
員
活
動
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
皆
様

方
に
よ
り
、
二
期
目
の
議
席
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
の
ご
期

待
に
沿
う
べ
く
、
皆
様
方
の
ご
指

導
の
も
と
、
腰
を
落
ち
着
け
て
一

期
目
以
上
に
、
斑
鳩
町
の
発
展
と

皆
様
方
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。
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歴
史
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
斑
鳩

町
を
愛
し
、
環
境
を
大
切
に
守
り
、

私
達
の
町
を
私
達
の
手
で
共
に
作
っ

て
い
く
事
を
大
切
だ
と
考
え
、
犯

罪
の
な
い
安
全
安
心
な
町
と
子
ど

も
達
の
心
身
と
も
健
や
か
な
育
成
、

福
祉
問
題
、
障
害
者
問
題
に
取
り

組
み
、
未
来
の
子
ど
も
達
に
託
す

為
に
も
、
今
何
を
す
べ
き
か
、
微

力
な
が
ら
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
 

議
　
長
に
　
中 

川
　
靖 

広
　
氏

副
議
長
に
　
嶋 

田
　
善 

行
　
氏

　
去
る
四
月
二
十
二
日
、
斑
鳩
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新

し
い
十
五
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
十
一
日
に
は
臨
時
町
議
会
を
開
き
、
議
長
に
中
川
靖
広
氏
、

副
議
長
に
嶋
田
善
行
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員

会
な
ど
の
各
委
員
も
選
任
し
、
監
査
委
員
に
中
西
和
夫
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

宮 � 和 彦 
興留３丁目 

　
新
人
議
員
と
し
て
、
初
心
を
忘

れ
ず
謙
虚
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
に
耳
を
傾
け
、
考
え
、
実
行

し
、
協
働
で
の
町
づ
く
り
の
パ
イ

プ
役
を
若
さ
と
情
熱
で
頑
張
り
ま

す
。
お
年
寄
り
や
若
者
に
、
住
み

な
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

斑
鳩
町
を
提
示
で
き
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

小 林 　誠 
興留４丁目 

　
議
会
と
行
政
と
は
車
の
両
輪
に

喩
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
「
車
」

の
所
有
者
（
オ
ー
ナ
ー
）
は
、
住

民
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
す
る

議
会
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

„
斑
鳩
の
住
民
力
 
を
信
じ
、
一

期
目
の
新
人
議
員
と
し
て
、
議
会

の
活
性
化
と
品
質
向
上
に
努
め
、

日
々
研
鑚
努
力
し
て
信
託
に
応
え

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 

吉 野 俊 明 
神南４丁目 

　
未
来
の
「
斑
鳩
っ
子
」
が
、
大

き
く
羽
ば
た
き
、
生
ま
れ
育
っ
た

町
を
誇
り
に
思
い
、
『
歴
史
と
文

化
に
囲
ま
れ
た
町
・
斑
鳩
』
で
斑

鳩
ら
し
い
教
育
が
で
き
る
よ
う
な

教
育
環
境
の
充
実
、
そ
し
て
、
町

民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
福
祉
問
題
、
環
境
問
題
に
新

人
で
す
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
 

�
 

紀 　 良 治 
神南３丁目 

　
皆
様
方
に
与
え
て
頂
き
ま
し
た
、

二
期
八
年
の
経
験
を
生
か
し
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
の

方
々
、
子
ど
も
、
子
育
て
を
さ
れ

て
い
る
保
護
者
の
方
々
の
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
精
一

杯
頑
張
ら
せ
て
頂
き
、
自
分
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
の
遂
行
に
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

中 川 靖 広 
龍田３丁目 

　
新
人
議
員
の
伴
吉
晴
で
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
皆
様
お
一
人
、

お
一
人
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
懸
命
に
働
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私
自
身
、
地
方
分
権

が
進
む
中
、
政
治
で
最
も
大
事
な

こ
と
は
、
心
の
通
っ
た
行
政
が
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

伴  　吉 晴 
稲葉西２丁目 

　
国
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
た
び

重
な
る
増
税
・
負
担
増
が
住
民
の

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
暮
ら
し
・
福
祉

を
守
る
防
波
堤
と
し
て
、
地
方
自

治
体
が
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
、
一
期
四
年
の
経
験
を
生
か
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
後
も
町
に

対
し
、
積
極
的
に
質
問
や
提
案
、

要
望
を
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
す
。
 

木 澤 正 男 
興留５丁目 

　
四
期
目
と
な
り
ま
し
た
。
諸
先

輩
方
の
退
職
等
で
、
今
で
は
、
先

輩
が
少
な
く
な
り
、
議
会
の
な
か

で
の
重
責
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
と
と
も
に
、
女
性
の
議
員
が

一
人
だ
け
と
い
う
の
も
、
と
て
も

大
変
で
す
。
十
二
年
の
経
験
と
女

性
の
視
点
や
感
性
を
生
か
し
て
、

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
、
行
政
へ
の
提

案
な
ど
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

 

里 川 宜 志 子 
法隆寺２丁目 

　
こ
れ
か
ら
の
「
斑
鳩
町
」
で
障

害
者
、
幼
年
少
者
、
高
齢
者
の
方
々

が
如
何
に
安
心
、
安
全
な
「
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
」
と
し
て
町
民
と

共
に
普
通
の
生
活
が
出
来
る
町
と

し
て
、
町
民
、
行
政
、
議
会
が
協

力
し
、
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
・

誠
意
、
努
力
し
て
い
く
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。
 

木 田 守 彦 
幸前２丁目 

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
時
代

に
突
入
し
、
当
町
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
構
想
も
よ
り
集
約
的
・
高
能
率

的
な
視
点
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り

し
た
貴
重
な
税
金
が
公
平
か
つ
有

効
に
使
わ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

還
元
さ
れ
て
い
る
か
を
、
議
員
の

立
場
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
 

�
 

浦 野 圭 司  
龍田４丁目 

　
新
人
議
員
と
し
て
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代
と
言

わ
れ
て
お
り
、少
子
・
高
齢
化
、情

報
化
社
会
の
進
展
、
地
域
福
祉
、

教
育
、環
境
問
題
等
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
し
、皆
さ
ん
と
共
に
考

え
、誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち・
斑
鳩
を
目
指
し
ま
す
。 

辻  　善 次 
法隆寺南１丁目 

　
こ
れ
ま
で
の
二
期
八
年
間
の
議

員
活
動
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
は
「
絆
」
が
大
切
で
あ
る
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
助
け
あ
う
絆
・

育
て
あ
う
絆
・
守
り
あ
う
絆
、
そ

ん
な
支
え
あ
い
の
「
絆
」
で
結
ば

れ
た
愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と
斑
鳩
の

実
現
に
向
け
て
、
皆
様
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
層

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
 中 西 和 夫 

法隆寺北１丁目 

　
こ
の
度
、
二
期
目
に
挑
戦
し
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
再
び
町
政

へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
町
政
を
取
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
の
中
、
住
民

の
声
を
形
に
す
る
と
と
も
に
「
人

が
輝
き
地
域
が
輝
く
社
会
」
を
目

指
し
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
挑
戦
し
、

住
民
の
負
託
に
応
え
、
町
政
発
展

の
た
め
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
 

飯 � 昭 二 
目安２丁目 

　
今
や
町
行
政
は
、
箱
物
行
政
と

化
し
、
町
行
政
は
益
々
悪
化
す
る

一
方
で
す
。
財
政
再
建
す
る
に
は

地
方
自
治
の
主
役
で
あ
る
町
民
皆

さ
ん
が
参
画
で
き
る
「
住
民
参
加

型
行
政
」
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
 

私
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
議
会
で
反

映
さ
せ
、
生
き
た
税
金
の
使
い
方

を
す
る
よ
う
、
町
行
政
の
厳
し
い

監
視
役
に
徹
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

西 谷 剛 周  
稲葉車瀬１丁目 

　
一
期
目
は
無
我
夢
中
で
し
た
が
、

一
生
懸
命
に
議
員
活
動
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
皆
様

方
に
よ
り
、
二
期
目
の
議
席
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
の
ご
期

待
に
沿
う
べ
く
、
皆
様
方
の
ご
指

導
の
も
と
、
腰
を
落
ち
着
け
て
一

期
目
以
上
に
、
斑
鳩
町
の
発
展
と

皆
様
方
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。
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　斑鳩町には箱ものはもういらないのではないか。実際にそれでもこ
ういう施設を建てるとなると明快な、なぜこの施設が必要なのかとい
うことを、住民が納得できるような説明が必要である。ただ単にこれま
で決まっていたから、進んでいたからということではなしに、今、この財
政難の中で、住民に色んな受益者負担を抱えさせてる中で、それを越
えても必要であるという明快な回答も出て来ない。ましてその用地に
ついて非常にいびつな形であるということの中で、そこまでして急い
で今なぜしなければならないのかということについても非常に疑問で
ある。
　また、２月２６日に９億６，２８５万円であったその契約金額よりもさらに
増えた９億９，０１５万円となり、それも落札できなくて随契という形で行
わなければならないというのは、住民感情からして非常に納得のいか
ない内容であると私は思う。
　私自身はこんな中で凍結したらいいと思うし、実際にそれでも建て
たいなら方法をかえるべきではなかったか。本当にこのプロポーザル
方式という、業者が提案するという方式をやって、最後に入札できなかっ
たという結果を見ると、このやり方があってたのかなと素朴に思う。
　私自身はランニングコストの４千万についても、住民の皆さんは、総
合福祉会館等、公共施設についてのアンケートがあった時には、こん
な施設がほしいということを書くが、その時には費用、ランニングコス
トがいくらかかる、自分達にその結果つけはどれだけまわってくるのか
というのは一切書かれてない。そんな中で、単にアンケート調査をして、
住民が望んでる施設だからということだけで事業を進めていくのはも
うやめてほしいというのが住民の声であるし、私もその声を聞いて本
当にそう思う。
　そういったことから、箱ものについては、これからはそういうのはい
らないと思うし、住民の理解を得られない。こういうことが結果として、
後の介護の保険料とか国保とか、本来ならもう少し一般財源を特別会
計に入れられる、そういう動きをだんだん悪くして、結果として住民自
身がそのつけを払うような、こんな事業には反対したいと思う。

斑鳩町（仮称）総合福祉会館建築工事請負契約の締結について

平成１９年度ＪＲ法隆寺駅前南口広場整備工事請負契約の締結について

【反　対　意　見】

【反　対　意　見】
　本来、駅周辺の整備は、大和郡山にしても王寺にしても、全て都市計
画決定をやって事業を行っている。それはなぜかと言うと、多額の費
用を投入するわけであるから、将来においても必ずその計画した事業
が遂行されなければならない。そのために、周辺の住民皆さんの同意
を得て、まず都市計画決定をして、そして整備を行う。
　都市計画決定をすることによって、どういうメリットがあるかと言うと、
土地の所有者に対し土地利用に制限がかかる。例えば鉄筋のものが
建てられないとかそういう事がある。そして事業そのものを法的に担
保できる。
　皆さん方のわかりやすい例で言うと、法隆寺門前がある。道路をつくっ
て広場をつくる。そして、その中でどうしても協力が得られない、そう
いう人がおられると、結果的には都市計画決定をうっているので、法に
基づいて収用という形で強制的にその撤去するという形で、悲しい事
ではあるが、少なくとも町が計画してきたことが最後まできちっと完
遂できる。これが都市計画事業である。
　今の法隆寺駅の整備方法を見ると、結局、都市計画決定がされてな
い、されてないでなくて、それが出来ない状態の中で工事を進めたと
いうことになる。駅へ入る道路整備も出来ない中で、駅前広場だけを
整備して、いずれ仮に最終的に駅前に道路をつくろうとしたら、また、
今つくろうとしている駅前の整備をやった所をまた手直ししないとい
けないというような形になるわけであり、私としては、この件について
反対させていただきたいと思う。

　総合福祉会館整備検討委員会が平成１０年から立ち上げられ、今後
の斑鳩町の福祉のあり方も含めて色々な検討を重ね、平成１５年には
完成を見る予定でしたが、色々な事情から遅れてきていました。しかし、
遅れてきた事は逆に幸いであったという風に私は考えております。
　平成１２年から始まった介護保険も、３年毎の見直しで大きく制度が
変えられ、障害者の施策については、本来行政の措置でやっていたも
のを支援費制度、さらには自立支援法へと変わってきました。そして
医療制度も変わり、いかに斑鳩町の皆さんの健康を守っていくのか、
そして制度から外れる方たちをどう救っていくのか、そして障害をもっ
た方々、軽度の高齢者の方々が地域の中でどうやって過ごしていくの
か、こういった問題にまで踏み込んで私たち議会はこの総合福祉会館
の事を考え、色々な福祉施設の視察にも出向き、勉強してきました。
　今、社会福祉協議会が入っている福祉会館の２階には、地域包括支
援センターが設置されていますが、小さい部屋で本当に介護が必要な
方が車イスで来て相談にも行けないようなところで行われています。
また、福祉会館というものの、元々、水道庁舎として建てられ、トイレは
男女の別にもなっておらず、車イスが使えるようなトイレにもなってい
ません。
　これだけ福祉が複雑になり、制度がころころ変わってきても、斑鳩町
の福祉を必要とする皆さんが安心してこの地域で暮らしていっていた
だけるよう、福祉の拠点、そして健康増進、予防を含めての色々な斑鳩
町の住民のための施策を展開していくための拠点となるよう、また国
や県が大きく制度改悪をしてくる中で、国・県に抵抗するとともに、斑
鳩町の皆さんの福祉を守るとりでとなるような施設として、この総合
福祉会館は、今こそ必要ではないかと考えております。
　ただし、反対者がおっしゃられたように、より多くの町民の皆さんに、
町がしようとしていることを理解してもらえるよう啓発をしていってい
ただき、そしてさらにはこの運営について、関係者色々な方々のご意
見を聞きながら、どんな風にこの総合福祉会館を使っていくのか、また、
総合福祉会館の条例がより多くの利用を望んでおられる皆さんのご
意見を反映されたものとなるよう、町としては努力をしていただくよう
お願いを申し上げます。

【賛　成　意　見】

【賛　成　意　見】
　ただいま反対者が言われたことは駅周辺整備の一つの方法であり、
また現在斑鳩町が行っている整備の仕方も一つの方法でありましょう。
登り道が複数ある山の登山について、この登り道でないと認めない。
ほかの道を登るなら登山には反対である、というような感じを受けま
した。そのような観点からも申し述べたいと思います。
　去る３月１０日にバリアフリー設備の完備された橋上駅舎、南北自由
通路が完成したことはたいへん喜ばしく、また世界文化遺産の法隆寺
をはじめとする本町への観光や公共交通の拠点とする斑鳩町の玄関
口としての第一歩が動き出したところであります。この橋上駅と自由
通路を核として、南口および北口広場の整備や第１号から5号まで計
画されているアクセス道路の完成があって、初めて真に斑鳩町の玄関
口となるのではないでしょうか。
　議会としましても、都市基盤整備特別委員会において種々審議を重
ねてまいりました。この南口広場の整備は広い歩道をもつ交通広場と
しての位置付けがなされています。すでに一次整備は完了しています
が、以前の駅南口に合わせていた交通安全施設の改修および新設取
り付けや段差のすり合わせなどは、この二次整備により完成するもの
であります。すなわち観光客や駅利用者をはじめ地域住民の方々が安
心して通行、利用できるようにするための緊急性の高い工事でもあり
ます。
　ぜひとも議員皆様のご賛同をいただきまして、この南口広場の整備
が早期に完成しますことを願って私の賛成意見といたします。
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　斑鳩町には箱ものはもういらないのではないか。実際にそれでもこ
ういう施設を建てるとなると明快な、なぜこの施設が必要なのかとい
うことを、住民が納得できるような説明が必要である。ただ単にこれま
で決まっていたから、進んでいたからということではなしに、今、この財
政難の中で、住民に色んな受益者負担を抱えさせてる中で、それを越
えても必要であるという明快な回答も出て来ない。ましてその用地に
ついて非常にいびつな形であるということの中で、そこまでして急い
で今なぜしなければならないのかということについても非常に疑問で
ある。
　また、２月２６日に９億６，２８５万円であったその契約金額よりもさらに
増えた９億９，０１５万円となり、それも落札できなくて随契という形で行
わなければならないというのは、住民感情からして非常に納得のいか
ない内容であると私は思う。
　私自身はこんな中で凍結したらいいと思うし、実際にそれでも建て
たいなら方法をかえるべきではなかったか。本当にこのプロポーザル
方式という、業者が提案するという方式をやって、最後に入札できなかっ
たという結果を見ると、このやり方があってたのかなと素朴に思う。
　私自身はランニングコストの４千万についても、住民の皆さんは、総
合福祉会館等、公共施設についてのアンケートがあった時には、こん
な施設がほしいということを書くが、その時には費用、ランニングコス
トがいくらかかる、自分達にその結果つけはどれだけまわってくるのか
というのは一切書かれてない。そんな中で、単にアンケート調査をして、
住民が望んでる施設だからということだけで事業を進めていくのはも
うやめてほしいというのが住民の声であるし、私もその声を聞いて本
当にそう思う。
　そういったことから、箱ものについては、これからはそういうのはい
らないと思うし、住民の理解を得られない。こういうことが結果として、
後の介護の保険料とか国保とか、本来ならもう少し一般財源を特別会
計に入れられる、そういう動きをだんだん悪くして、結果として住民自
身がそのつけを払うような、こんな事業には反対したいと思う。

斑鳩町（仮称）総合福祉会館建築工事請負契約の締結について

平成１９年度ＪＲ法隆寺駅前南口広場整備工事請負契約の締結について

【反　対　意　見】

【反　対　意　見】
　本来、駅周辺の整備は、大和郡山にしても王寺にしても、全て都市計
画決定をやって事業を行っている。それはなぜかと言うと、多額の費
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が遂行されなければならない。そのために、周辺の住民皆さんの同意
を得て、まず都市計画決定をして、そして整備を行う。
　都市計画決定をすることによって、どういうメリットがあるかと言うと、
土地の所有者に対し土地利用に制限がかかる。例えば鉄筋のものが
建てられないとかそういう事がある。そして事業そのものを法的に担
保できる。
　皆さん方のわかりやすい例で言うと、法隆寺門前がある。道路をつくっ
て広場をつくる。そして、その中でどうしても協力が得られない、そう
いう人がおられると、結果的には都市計画決定をうっているので、法に
基づいて収用という形で強制的にその撤去するという形で、悲しい事
ではあるが、少なくとも町が計画してきたことが最後まできちっと完
遂できる。これが都市計画事業である。
　今の法隆寺駅の整備方法を見ると、結局、都市計画決定がされてな
い、されてないでなくて、それが出来ない状態の中で工事を進めたと
いうことになる。駅へ入る道路整備も出来ない中で、駅前広場だけを
整備して、いずれ仮に最終的に駅前に道路をつくろうとしたら、また、
今つくろうとしている駅前の整備をやった所をまた手直ししないとい
けないというような形になるわけであり、私としては、この件について
反対させていただきたいと思う。
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か、こういった問題にまで踏み込んで私たち議会はこの総合福祉会館
の事を考え、色々な福祉施設の視察にも出向き、勉強してきました。
　今、社会福祉協議会が入っている福祉会館の２階には、地域包括支
援センターが設置されていますが、小さい部屋で本当に介護が必要な
方が車イスで来て相談にも行けないようなところで行われています。
また、福祉会館というものの、元々、水道庁舎として建てられ、トイレは
男女の別にもなっておらず、車イスが使えるようなトイレにもなってい
ません。
　これだけ福祉が複雑になり、制度がころころ変わってきても、斑鳩町
の福祉を必要とする皆さんが安心してこの地域で暮らしていっていた
だけるよう、福祉の拠点、そして健康増進、予防を含めての色々な斑鳩
町の住民のための施策を展開していくための拠点となるよう、また国
や県が大きく制度改悪をしてくる中で、国・県に抵抗するとともに、斑
鳩町の皆さんの福祉を守るとりでとなるような施設として、この総合
福祉会館は、今こそ必要ではないかと考えております。
　ただし、反対者がおっしゃられたように、より多くの町民の皆さんに、
町がしようとしていることを理解してもらえるよう啓発をしていってい
ただき、そしてさらにはこの運営について、関係者色々な方々のご意
見を聞きながら、どんな風にこの総合福祉会館を使っていくのか、また、
総合福祉会館の条例がより多くの利用を望んでおられる皆さんのご
意見を反映されたものとなるよう、町としては努力をしていただくよう
お願いを申し上げます。

【賛　成　意　見】

【賛　成　意　見】
　ただいま反対者が言われたことは駅周辺整備の一つの方法であり、
また現在斑鳩町が行っている整備の仕方も一つの方法でありましょう。
登り道が複数ある山の登山について、この登り道でないと認めない。
ほかの道を登るなら登山には反対である、というような感じを受けま
した。そのような観点からも申し述べたいと思います。
　去る３月１０日にバリアフリー設備の完備された橋上駅舎、南北自由
通路が完成したことはたいへん喜ばしく、また世界文化遺産の法隆寺
をはじめとする本町への観光や公共交通の拠点とする斑鳩町の玄関
口としての第一歩が動き出したところであります。この橋上駅と自由
通路を核として、南口および北口広場の整備や第１号から5号まで計
画されているアクセス道路の完成があって、初めて真に斑鳩町の玄関
口となるのではないでしょうか。
　議会としましても、都市基盤整備特別委員会において種々審議を重
ねてまいりました。この南口広場の整備は広い歩道をもつ交通広場と
しての位置付けがなされています。すでに一次整備は完了しています
が、以前の駅南口に合わせていた交通安全施設の改修および新設取
り付けや段差のすり合わせなどは、この二次整備により完成するもの
であります。すなわち観光客や駅利用者をはじめ地域住民の方々が安
心して通行、利用できるようにするための緊急性の高い工事でもあり
ます。
　ぜひとも議員皆様のご賛同をいただきまして、この南口広場の整備
が早期に完成しますことを願って私の賛成意見といたします。
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平成１９年度ＪＲ法隆寺駅前南口広場整備工事請負契約の締結について

平成１９年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について

斑鳩町（仮称）総合福祉会館機械設備工事請負契約の締結について

斑鳩町（仮称）総合福祉会館電気設備工事請負契約の締結について

王寺周辺広域土地開発公社の解散について

平成１８年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

斑鳩町選挙管理委員会の委員及び同補充員の選挙について

奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について

神南４丁目のマンション建設に関する陳情書について（その１）

「アトレ王寺」分譲マンション建設に関する陳情書について

神南４丁目のマンション建設に関する陳情書について（その２）

森林の整備、林業・林産業の振興に関する意見書について

森林の整備、林業・林産業の振興に関する意見書について

議会の委任による町長専決処分について（損害賠償の額の決定について）

平成１８年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

平成１８年度斑鳩町土地開発公社業務報告について

選挙管理委員会委員に
�田勝重氏、土屋善典氏、
村田淑子氏、遠山寛氏
同補充員に　
扇純子氏、和田�明氏、
浅部京子氏、吉田憲子氏が
当選されました。

5ページに賛否の討論

6ページに賛否の討論

16ページに関連記事

13ページに関連記事

16ページに関連記事

案　　　件 結　果

予
　
　
　
　
　
算

条
　
例

契
　
約

選
挙

認定

その他

賠償

発議

報
告

陳
情
・
要
請

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で承認

満場一致で可決

満場一致で認定

報 告

採 択

報 告

報 告

報 告

当 選

満場一致で可決

委員長報告

ど お り

賛成多数で可決

賛成多数で可決

6月 
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　本定例会での一般質問は、6月13日・14日の両日、10人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ84人の方が傍聴に来られました。　　

広
域
圏
西
和
七
町
の 

　
協
議
会
・
町
長
会
に
つ
い
て 

 

里 川 宜 志 子   議員 

　この2つの議案につきましては、どちらも初日に当議会が建築に
ついての議決を行った案件に係わるものです。建築の契約に賛成意
見を述べさせていただきましたが、さらに討論が必要ということにな
りましたので、この事業の計画を最初から分かっている私が再度、別
の角度から賛成の立場で意見を述べさせていただきます。
　平成１０年から整備検討委員会を設けて関係者が委員となり、２年
間に出てきた意見をまとめて答申がありましたが、それらも全て議
会に報告をされ、私たちは認めてきました。ただし、土地の確保には
大変難航し、平成１５年完成となる計画年度にあわせて、苦肉の策と
して西里に現副町長と元助役の土地を借りて建設をするという計画
が出てきたときには、議会全体で反対をし、時間がかかっても町の土
地に建物を建てるという基本原則を議会が断固として申し上げた結
果が今に至っています。建設計画そのものには、平成１０年からここ
に至るまで、議会からただの１度も反対をした経緯もなく、計画が大
きくずれ込んでもやっとここまできたことに、今後の斑鳩町の福祉・
保健、子育て支援の施策に大きな期待を寄せるものです。この間に
最も大きな事業であった、総事業費５３億３，２００万円のいかるがホー
ルの町債の償還もピークを終え、本年１９年度で完済となりますこと
を考えますと、この事業が遅れたことは、幸いであったかもわかりま
せん。また、この事業への補助金はないものの、交付税による２分の
１の参入がなされることも、この事業にとっては良い結果が得られた
ことだと考えます。
　何度も申し上げますが、町民皆さんのこの建物に対する関心はい
ろんな意味で高くなっていると思います。より多くの皆さんに理解し
ていただける広報と、利用される方々に喜んでいただける施設を目
指した運営に、特段の努力をしていただきたいと思います。また、議
会としても、さらに調査研究に力を尽くし、行政とともに斑鳩町らし
い特色あるものにしたいものです。
　なお、この議案では特に機械ならびに電気設備の指名業者には、
何の責任もないのに、仮契約までして取消しをし、さらに同じ設計で
の入札ができず、設計を変えての仕切り直しとなり、多大なご迷惑を
おかけしたことと推察いたします。辞退をしたところが多く出たこと
については、今後の入札の課題になることになります。副町長を先
頭に、入札について更なる研究と改善に向けて努力されることを期
待し、賛成意見とさせていただく。

斑鳩町（仮称）総合福祉会館機械設備工事請負契約の締結について
斑鳩町（仮称）総合福祉会館電気設備工事請負契約の締結について

【賛　成　意　見】
　機械設備工事について、指名競争入札で１０社の内、８社が辞退し
ている。そして、２社で入札をした。それも入札予定価格では、１億８，
５８５万円に対して、１億８，３７５万円であり、これだけを見たら９８．９％の
落札率ということになる。落札率というのは、一般的に９５％以上ある
と、談合の疑いがあるというのが通常の話の中である。ところが実際
に確かめたところ、当初の金額は１億８，３７５万円、落札金額と一緒で
あるから、結果としては、２月の時点での金額を考慮すると、結局１００
％での入札となる。
　電気設備工事においても、１０社の内、６社が辞退して、そして残っ
た４社の内、２社は予定価格を上回って無効である。実質的には２社。
その中で落札金額が１億７，８５０万円、予定価格が１億７，９５５万円。これ
だけでも９９．４％という落札率であるが、これも以前の仮契約をした
時の金額を聞くと、１億７，８５０万円ということであるから、これも１００
％の落札率となる。通常ものを買う時、ものを建てる時は値引きと
いう形があるが、今のこの数字の中では一切表れてない。
　ましてやその総合福祉会館の敷地を見ても、コの字型の真ん中に
田植えされた田が一枚入っており、そこまでして、なぜしないといけ
ないのかということ。私自身もこういう仕事については素人であり、
建設省に行っておられた人やゼネコンの人などに色々聞くと、以前
の金額よりも非常に高い金額で設計変更するというのは、おかしい
のではないかという話もあった。私自身も１００％の落札率というの
があっていいのかなと非常に思う。また、ここにはないが、エレベー
ターについても３社の指名競争入札にも関わらず、２社が辞退して、１
社が入札して、これは９４％という形になっているが、こういう事務の
流れを見ていると、非常に不可解なものを感じる。
　私自身は議員というのはこういう町が出してくる事に対して、おか
しい事はおかしいという形で、監視するのが我々議員の仕事である
と思う。よってこの案件については、非常に私自身、納得できないも
のであるので、反対とさせていただく。

【反　対　意　見】

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

7
日（
金
）

１０
日（
月
）

１１
日（
火
）

１３
日（
木
）

１４
日（
金
）

１８
日（
火
）

１９
日（
水
）

２０
日（
木
）

２１
日（
金
）

２６
日（
水
）

本
会
議
初
日

（
提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。
 

　
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
 

　
な
お
、開
会
時
間
は
本
会
議
、委
員
会
と
も
午
前

九
時
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
が（
広
報
発
行
常
任

委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）、一
部
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 
3
日（
月
）

6
日（
木
） 九

月
の
予
定

九
月
の
予
定 

（
問
）
第
三
次
斑
鳩
町
総
合
計
画

で
は
、
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢

化
傾
向
を
甘
く
見
て
い
る
。
ま
た

地
方
分
権
時
代
に
突
入
し
、
財
政

健
全
化
を
最
重
要
課
題
と
す
る
時
、

ま
ち
づ
く
り
は
都
市
機
能
集
約
的

な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
切

り
替
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
？
 

（
総
務
部
長
）
人
口
減
少
は
予
想

よ
り
早
く
到
来
し
て
い
る
。
労
働

者
・
生
産
性
の
減
少
は
税
収
の
減

少
と
な
る
。
年
金
・
医
療
・
介
護

等
の
社
会
保
障
へ
の
影
響
は
深
刻

な
状
況
と
な
る
。
時
代
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
、
今
後
の
計
画

（
問
）

 （
問
）
七
町
分
担
金
の
全
額
公
金

で
運
営
し
て
い
る
、
王
寺
周
辺
広

域
市
町
村
圏
協
議
会
（
以
下
協
議

会
と
い
う
）
で
は
、
十
八
年
度
予

算
書
に
、
五
ヶ
所
へ
の
補
助
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
規
定
は
あ

る
の
か
。
 

（
総
務
部
長
）
規
定
は
設
け
て
い

な
い
が
、
今
後
は
七
町
で
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
斑
鳩
町
で
は
、
各
種
団
体

等
に
補
助
金
を
出
す
場
合
、
交
付

要
綱
が
あ
り
、
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
協
議
会
で
も
そ
う
あ
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
全
額
補
助

金
で
運
営
し
て
い
る
町
長
会
で
は
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

で
報
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
、
視
察

を
し
な
い
豪
華
な
旅
行
を
視
察
と

し
て
、
全
額
公
金
で
行
う
と
い
う

事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。
町
長
が

十
万
円
を
返
納
し
た
町
長
会
の
決

算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

（
総
務
部
長
）
平
成
十
六
年
か
ら

十
八
年
ま
で
の
三
年
間
は
、
協
議

会
か
ら
、
町
長
会
へ
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
が
、
十
八

年
度
の
繰
越
金
は
六
百
十
七
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
 

（
問
）
補
助
額
の
何
倍
に
も
な
る
、

あ
ま
り
に
も
多
額
な
繰
越
金
は
問

題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
協
議
会
そ

の
も
の
の
繰
越
金
も
平
成
十
七
年

度
決
算
で
は
、
七
百
四
十
七
万
二

千
百
二
十
四
円
と
、
各
町
の
分
担

金
の
合
計
を
超
え
る
、
た
い
そ
う

な
額
で
あ
る
。
ど
こ
の
町
も
財
政

が
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、

こ
れ
ら
の
繰
越
金
を
一
度
整
理
し
、

視
察
に
行
く
の
な
ら
、
職
員
や
私

た
ち
議
員
と
同
じ
よ
う
に
、
旅
費

規
定
に
基
づ
い
た
も
の
に
す
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
 

（
総
務
部
長
）
協
議
会
の
中
で
は
、

幹
事
会
も
あ
り
、
事
務
レ
ベ
ル
で

の
話
し
合
い
も
で
き
る
。
町
長
会

と
も
協
議
を
し
て
、
整
理
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
今
後
、
そ
れ
ら
の
整
理
さ

れ
る
状
況
を
見
る
中
で
、
繰
越
金

の
整
理
な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
も

の
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
別
の
手

段
を
講
じ
る
。
 

　
さ
ら
に
、
協
議
会
の
事
務
委
託

料
と
し
て
、
事
務
局
と
な
る
町
（
現

在
で
あ
れ
ば
三
郷
町
）
の
職
員
に

支
払
い
す
る
こ
と
は
、
公
務
員
の

給
与
支
払
い
の
根
拠
か
ら
矛
盾
が

な
い
か
。
未
だ
に
食
料
費
な
ど
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
合
わ

せ
て
、
検
討
、
改
善
す
る
よ
う
求

め
て
お
き
た
い
。
 

町立図書館の 
　　　祝日閉館について 
 

坂　口　　　徹  議員 

まちづくり構想の転換期 

浦　野　圭　司 議員 
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ろんな意味で高くなっていると思います。より多くの皆さんに理解し
ていただける広報と、利用される方々に喜んでいただける施設を目
指した運営に、特段の努力をしていただきたいと思います。また、議
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　機械設備工事について、指名競争入札で１０社の内、８社が辞退し
ている。そして、２社で入札をした。それも入札予定価格では、１億８，
５８５万円に対して、１億８，３７５万円であり、これだけを見たら９８．９％の
落札率ということになる。落札率というのは、一般的に９５％以上ある
と、談合の疑いがあるというのが通常の話の中である。ところが実際
に確かめたところ、当初の金額は１億８，３７５万円、落札金額と一緒で
あるから、結果としては、２月の時点での金額を考慮すると、結局１００
％での入札となる。
　電気設備工事においても、１０社の内、６社が辞退して、そして残っ
た４社の内、２社は予定価格を上回って無効である。実質的には２社。
その中で落札金額が１億７，８５０万円、予定価格が１億７，９５５万円。これ
だけでも９９．４％という落札率であるが、これも以前の仮契約をした
時の金額を聞くと、１億７，８５０万円ということであるから、これも１００
％の落札率となる。通常ものを買う時、ものを建てる時は値引きと
いう形があるが、今のこの数字の中では一切表れてない。
　ましてやその総合福祉会館の敷地を見ても、コの字型の真ん中に
田植えされた田が一枚入っており、そこまでして、なぜしないといけ
ないのかということ。私自身もこういう仕事については素人であり、
建設省に行っておられた人やゼネコンの人などに色々聞くと、以前
の金額よりも非常に高い金額で設計変更するというのは、おかしい
のではないかという話もあった。私自身も１００％の落札率というの
があっていいのかなと非常に思う。また、ここにはないが、エレベー
ターについても３社の指名競争入札にも関わらず、２社が辞退して、１
社が入札して、これは９４％という形になっているが、こういう事務の
流れを見ていると、非常に不可解なものを感じる。
　私自身は議員というのはこういう町が出してくる事に対して、おか
しい事はおかしいという形で、監視するのが我々議員の仕事である
と思う。よってこの案件については、非常に私自身、納得できないも
のであるので、反対とさせていただく。

【反　対　意　見】

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

7
日（
金
）

１０
日（
月
）

１１
日（
火
）

１３
日（
木
）

１４
日（
金
）

１８
日（
火
）

１９
日（
水
）

２０
日（
木
）

２１
日（
金
）

２６
日（
水
）

本
会
議
初
日

（
提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。
 

　
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
 

　
な
お
、開
会
時
間
は
本
会
議
、委
員
会
と
も
午
前

九
時
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
が（
広
報
発
行
常
任

委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）、一
部
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 
3
日（
月
）

6
日（
木
） 九

月
の
予
定

九
月
の
予
定 

（
問
）
第
三
次
斑
鳩
町
総
合
計
画

で
は
、
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢

化
傾
向
を
甘
く
見
て
い
る
。
ま
た

地
方
分
権
時
代
に
突
入
し
、
財
政

健
全
化
を
最
重
要
課
題
と
す
る
時
、

ま
ち
づ
く
り
は
都
市
機
能
集
約
的

な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
切

り
替
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
？
 

（
総
務
部
長
）
人
口
減
少
は
予
想

よ
り
早
く
到
来
し
て
い
る
。
労
働

者
・
生
産
性
の
減
少
は
税
収
の
減

少
と
な
る
。
年
金
・
医
療
・
介
護

等
の
社
会
保
障
へ
の
影
響
は
深
刻

な
状
況
と
な
る
。
時
代
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
、
今
後
の
計
画

（
問
）

 （
問
）
七
町
分
担
金
の
全
額
公
金

で
運
営
し
て
い
る
、
王
寺
周
辺
広

域
市
町
村
圏
協
議
会
（
以
下
協
議

会
と
い
う
）
で
は
、
十
八
年
度
予

算
書
に
、
五
ヶ
所
へ
の
補
助
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
規
定
は
あ

る
の
か
。
 

（
総
務
部
長
）
規
定
は
設
け
て
い

な
い
が
、
今
後
は
七
町
で
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
斑
鳩
町
で
は
、
各
種
団
体

等
に
補
助
金
を
出
す
場
合
、
交
付

要
綱
が
あ
り
、
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
協
議
会
で
も
そ
う
あ
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
全
額
補
助

金
で
運
営
し
て
い
る
町
長
会
で
は
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

で
報
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
、
視
察

を
し
な
い
豪
華
な
旅
行
を
視
察
と

し
て
、
全
額
公
金
で
行
う
と
い
う

事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。
町
長
が

十
万
円
を
返
納
し
た
町
長
会
の
決

算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

（
総
務
部
長
）
平
成
十
六
年
か
ら

十
八
年
ま
で
の
三
年
間
は
、
協
議

会
か
ら
、
町
長
会
へ
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
が
、
十
八

年
度
の
繰
越
金
は
六
百
十
七
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
 

（
問
）
補
助
額
の
何
倍
に
も
な
る
、

あ
ま
り
に
も
多
額
な
繰
越
金
は
問

題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
協
議
会
そ

の
も
の
の
繰
越
金
も
平
成
十
七
年

度
決
算
で
は
、
七
百
四
十
七
万
二

千
百
二
十
四
円
と
、
各
町
の
分
担

金
の
合
計
を
超
え
る
、
た
い
そ
う

な
額
で
あ
る
。
ど
こ
の
町
も
財
政

が
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、

こ
れ
ら
の
繰
越
金
を
一
度
整
理
し
、

視
察
に
行
く
の
な
ら
、
職
員
や
私

た
ち
議
員
と
同
じ
よ
う
に
、
旅
費

規
定
に
基
づ
い
た
も
の
に
す
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
 

（
総
務
部
長
）
協
議
会
の
中
で
は
、

幹
事
会
も
あ
り
、
事
務
レ
ベ
ル
で

の
話
し
合
い
も
で
き
る
。
町
長
会

と
も
協
議
を
し
て
、
整
理
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
今
後
、
そ
れ
ら
の
整
理
さ

れ
る
状
況
を
見
る
中
で
、
繰
越
金

の
整
理
な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
も

の
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
別
の
手

段
を
講
じ
る
。
 

　
さ
ら
に
、
協
議
会
の
事
務
委
託

料
と
し
て
、
事
務
局
と
な
る
町
（
現

在
で
あ
れ
ば
三
郷
町
）
の
職
員
に

支
払
い
す
る
こ
と
は
、
公
務
員
の

給
与
支
払
い
の
根
拠
か
ら
矛
盾
が

な
い
か
。
未
だ
に
食
料
費
な
ど
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
合
わ

せ
て
、
検
討
、
改
善
す
る
よ
う
求

め
て
お
き
た
い
。
 

町立図書館の 
　　　祝日閉館について 
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町政ここが聞きたい



は
見
直
し
を
か
け
て
い
く
。
 

 　
総
合
福
祉
会
館
の
目
的
は
 

 （
問
）
総
合
福
祉
会
館
が
建
設
さ

れ
る
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
総
合

福
祉
の
内
容
は
？
ま
た
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
？
 

（
住
民
生
活
部
長
）
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
診
察
室
・
健
康
相
談
室
を

設
け
る
。
調
理
実
習
室
で
は
、
食

育
を
意
識
し
た
調
理
が
で
き
る
。

ま
た
、
療
育
ル
ー
ム
・
子
育
て
ル
ー

ム
を
設
け
て
、
子
育
て
支
援
を
す

る
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
主

体
と
な
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
年
間
約
四
千
万
円
と
み
る
。
 

　
社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て
 

 （
問
）
人
は
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

種
々
の
社
会
保
障
（
医
療
・
教
育
・

生
活
保
護
・
雇
用
保
険
・
年
金
・

介
護
等
々
）
を
受
け
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
保
障
は
ま
だ
ま
だ
充
実

し
た
も
の
と
言
え
な
い
。
特
に
救

急
医
療
で
の
対
応
の
ま
ず
さ
や
、

県
立
三
室
病
院
で
診
察
待
ち
時
間

が
長
い
と
の
指
摘
を
よ
く
耳
に
す

る
。
改
革
は
で
き
な
い
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
患
者
の
生
命

に
影
響
を
及
ぼ
す
救
急
事
態
に
専

門
医
師
が
不
在
、
ま
た
緊
急
ベ
ッ

ト
の
空
き
が
な
い
等
の
理
由
に
よ

り
受
入
れ
が
困
難
と
さ
れ
、
速
や

か
な
搬
送
が
出
来
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

県
立
三
室
病
院
の
医
療
整
備
も
合

わ
せ
て
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。
 

 　
行
政
改
革
に
つ
い
て
 

 （
問
）
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
た
め
の
行
政
改
革

は
。
 

（
総
務
部
長
）
随
意
契
約
の
見
直

し
・
公
会
計
の
整
備
・
広
報
紙
へ

の
広
告
料
収
入
確
保
・
税
金
の
収

納
率
促
進
等
推
進
し
て
い
く
。
 

（
問
）
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
橋
上
駅
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
の
南
口
利

用
者
で
、
障
害
を
も
っ
て
お
ら
れ

な
い
方
や
重
い
荷
物
を
持
っ
て
な

い
等
の
乗
降
に
負
担
の
少
な
い
方

は
、
不
便
に
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
、

以
前
の
北
口
利
用
者
や
高
齢
者
、

足
の
不
自
由
な
方
、
ま
た
乗
降
に

負
担
の
大
き
い
方
に
は
大
変
便
利

に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

　
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
感
じ
方
が
あ
る
ん
だ

な
、
と
思
う
こ
の
三
ヶ
月
で
し
た
。
 

　
私
自
身
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

を
踏
ま
え
て
、
高
齢
者
や
障
害
を

持
っ
た
人
、
ま
た
乳
幼
児
連
れ
の

家
族
等
、
乗
降
に
負
担
の
大
き
い

人
た
ち
に
は
優
し
い
法
隆
寺
駅
で

あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
を
中
心
と

し
た
今
後
の
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
南
口
広
場
は

交
通
広
場
と
し
て
の
機
能
を
確
保

し
、
タ
ク
シ
ー
及
び
バ
ス
乗
り
場

に
か
け
て
は
屋
根
付
き
の
待
合
所

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
駅
南
口

か
ら
西
名
阪
バ
イ
パ
ス
に
向
け
て

の
一
号
線
、
及
び
バ
イ
パ
ス
か
ら

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
南
側
を
通
り
、

駅
南
口
へ
向
か
う
二
号
線
に
つ
い

て
は
測
量
設
計
業
務
を
進
め
て
お

り
、
今
後
は
地
元
関
係
者
と
道
路

計
画
に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
 

　
駅
北
口
か
ら
踏
切
に
向
か
う
四

―
一
号
線
は
用
地
取
得
も
終
わ
り
、

踏
切
へ
の
右
折
不
可
と
す
る
一
方

通
行
道
路
の
計
画
で
す
。
Ｊ
Ｒ
廃

線
跡
地
を
利
用
す
る
駅
北
口
か
ら

西
へ
、
線
路
沿
い
に
計
画
し
て
い

る
四
―
二
号
線
は
、
地
籍
混
乱
等

の
課
題
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
駅
北
口
か
ら
北
方
面
の

服
部
道
ま
で
抜
け
る
五
号
線
は
店

舗
も
多
く
、
課
題
山
積
で
す
が
、
 

激甚災害への備え 
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Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
の 

　
　
　
　
　
取
組
み
に
つ
い
て 

 

嶋　田　善　行  議員 

町長（特別職）の 
　　退職金の見直しを！ 
 

木　澤　正　男  議員 

（
問
）
全
国
の
各
自
治
体
で
特
別

職
の
退
職
金
に
つ
い
て
、
見
直
し
・

引
き
下
げ
を
求
め
る
声
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
特
別
職
は
四
年
ご
と

に
退
職
金
を
受
け
取
る
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
六
期
目
で
あ
る

町
長
の
退
職
金
は
い
く
ら
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
 

（
総
務
部
長
）
税
込
の
金
額
で
申

し
上
げ
ま
す
。
 

一
期
目
、
一
千
五
百
八
十
四
万
円
。
 

二
期
目
、
一
千
八
百
二
十
六
万
円
。
 

三
期
目
、
一
千
八
百
九
十
二
万
円
。
 

四
期
目
、
一
千
九
百
　
十
四
万
円
。
 

五
期
目
、
一
千
七
百
九
十
万
八
千

八
百
円
。
六
期
目
は
、
一
千
五
百

三
十
万
八
千
八
百
円
で
す
。
六
期

目
は
ま
だ
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な

い
の
で
、
見
込
み
の
金
額
で
す
。

こ
れ
ら
の
合
計
は
一
億
五
百
三
十

七
万
七
千
六
百
円
で
す
。
 

（
問
）
次
に
、
一
般
職
の
職
員
の

退
職
金
は
い
く
ら
で
し
ょ
う
か
。
 

（
総
務
部
長
）
金
額
が
高
い
方
の

例
と
し
て
お
答
え
し
ま
す
。
勤
続

三
十
五
年
以
上
で
部
長
級
を
五
年

以
上
勤
め
て
定
年
退
職
し
た
場
合

だ
と
税
込
み
で
約
二
千
九
百
万
円

で
す
。
 

（
問
）
一
般
職
の
最
高
ク
ラ
ス
の

方
の
退
職
金
が
四
十
年
ぐ
ら
い
働

い
て
二
千
九
百
万
円
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
町
長
の
一
期
四
年
で
一

千
五
百
万
円
以
上
、
六
期
二
十
四

年
で
一
億
円
を
超
え
る
よ
う
な
退

職
金
と
い
う
の
は
庶
民
感
覚
か
ら

す
れ
ば
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
自
治

体
で
は
、
退
職
金
を
受
け
取
ら
な

い
と
い
う
首
長
も
お
ら
れ
る
よ
う

で
す
が
、
退
職
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。
 

（
町
長
）
退
職
金
組
合
と
の
関
係

や
報
酬
審
議
会
も
あ
る
の
で
、
そ

の
こ
と
も
踏
ま
え
て
み
な
さ
ん
方

が
審
議
し
て
い
た
だ
く
立
場
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
の
報
酬

も
下
げ
て
い
け
ば
必
然
的
に
退
職

金
も
下
が
り
ま
す
。
六
期
目
の
就

任
の
と
き
に
も
退
職
金
を
三
百
万

〜
四
百
万
円
下
げ
る
と
申
し
上
げ
、

実
行
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
私
自

身
も
倹
約
に
努
め
、
自
分
の
も
の

を
ス
リ
ム
に
し
て
い
く
こ
と
が
一

番
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
問
）
町
長
自
身
も
今
の
ま
ま
で

い
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
後

議
会
と
も
協
議
を
し
、
引
き
下
げ

が
で
き
る
よ
う
な
ら
し
て
い
く
と

い
う
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
大
い
に
議
論
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

（
問
）
国
家
及
び
地
方
自
治
体
の

究
極
の
努
め
は
、
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
。
関
西
は
、
今

後
三
十
年
以
内
に
六
十
％
の
確
率

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
以
上
の
大

地
震
に
襲
わ
れ
る
と
政
府
や
専
門

家
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
激
甚
災
害
に
対
す
る
町

の
備
え
は
？
 

（
総
務
部
長
）
町
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

国
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も

と
、
警
戒
活
動
、
広
報
活
動
（
有

線
放
送
Ｆ
Ｍ
広
報
車
等
）
避
難
所

の
開
設
、
緊
急
物
資
の
供
給
等
を

行
い
ま
す
。
現
在
、
ア
ル
フ
ァ
米
・

粉
ミ
ル
ク
・
毛
布
・
紙
お
む
つ
・

仮
設
ト
イ
レ
等
の
備
蓄
を
行
う
と

共
に
、
緊
急
物
資
の
供
給
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
友
好
都
市
、
奈
良

県
、
民
間
企
業
等
と
災
害
時
に
お

け
る
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
 

（
問
）
阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
生

き
埋
め
に
な
っ
た
人
の
九
十
％
を

救
っ
た
の
は
地
域
の
被
災
者
自
身

だ
っ
た
。
町
内
各
自
治
会
に
対
す

る
防
災
上
の
町
の
働
き
か
け
は
？
 

（
総
務
部
長
）
地
域
防
災
力
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
充
分
認
識
し
て

お
り
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
消
防
施

設
等
整
備
補
助
金
交
付
制
度
を
活

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
在

三
十
二
の
自
治
会
が
自
衛
消
防
団

を
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

（
問
）
高
齢
者
、
要
介
護
者
へ
の

災
害
時
援
護
体
制
は
？
 

（
総
務
部
長
）
町
に
お
い
て
は
、

国
及
び
県
の
災
害
時
要
援
護
者
支

援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
、

本
年
度
か
ら
計
画
の
作
成
に
向
け

た
実
態
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

 　
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
 

 （
問
）
斑
鳩
町
の
豊
か
な
地
域
資

源
、
古
道
、
里
道
を
、
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
？
地
方

分
権
に
伴
い
七
年
程
前
に
国
か
ら

町
に
移
譲
さ
れ
た
里
道
の
整
備
状

況
は
？
 

（
都
市
建
設
部
長
）
里
道
千
二
百

二
十
本
、
水
路
七
百
六
十
一
本
を

町
が
全
般
的
に
管
理
す
る
の
は
無

理
な
状
況
も
あ
り
、
移
譲
前
と
特

に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
問
）
ま
ず
、
学
童
通
学
路
を
き

ち
ん
と
整
備
し
、
こ
れ
を
基
に
町

内
の
道
が
、
人
が
安
心
し
て
歩
け

る
道
、
歩
く
権
利
が
保
障
さ
れ
た

道
と
な
っ
て
こ
そ
、
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
斑
鳩
町
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
 

 

退職金

退職金の
見直しを！

龍田北より十三峠を望む

総合福祉会館　イメージ図

89 �����

一 般 質 問町政ここが聞きたい



は
見
直
し
を
か
け
て
い
く
。
 

 　
総
合
福
祉
会
館
の
目
的
は
 

 （
問
）
総
合
福
祉
会
館
が
建
設
さ

れ
る
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
総
合

福
祉
の
内
容
は
？
ま
た
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
？
 

（
住
民
生
活
部
長
）
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
診
察
室
・
健
康
相
談
室
を

設
け
る
。
調
理
実
習
室
で
は
、
食

育
を
意
識
し
た
調
理
が
で
き
る
。

ま
た
、
療
育
ル
ー
ム
・
子
育
て
ル
ー

ム
を
設
け
て
、
子
育
て
支
援
を
す

る
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
主

体
と
な
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
年
間
約
四
千
万
円
と
み
る
。
 

　
社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て
 

 （
問
）
人
は
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

種
々
の
社
会
保
障
（
医
療
・
教
育
・

生
活
保
護
・
雇
用
保
険
・
年
金
・

介
護
等
々
）
を
受
け
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
保
障
は
ま
だ
ま
だ
充
実

し
た
も
の
と
言
え
な
い
。
特
に
救

急
医
療
で
の
対
応
の
ま
ず
さ
や
、

県
立
三
室
病
院
で
診
察
待
ち
時
間

が
長
い
と
の
指
摘
を
よ
く
耳
に
す

る
。
改
革
は
で
き
な
い
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
患
者
の
生
命

に
影
響
を
及
ぼ
す
救
急
事
態
に
専

門
医
師
が
不
在
、
ま
た
緊
急
ベ
ッ

ト
の
空
き
が
な
い
等
の
理
由
に
よ

り
受
入
れ
が
困
難
と
さ
れ
、
速
や

か
な
搬
送
が
出
来
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

県
立
三
室
病
院
の
医
療
整
備
も
合

わ
せ
て
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。
 

 　
行
政
改
革
に
つ
い
て
 

 （
問
）
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
た
め
の
行
政
改
革

は
。
 

（
総
務
部
長
）
随
意
契
約
の
見
直

し
・
公
会
計
の
整
備
・
広
報
紙
へ

の
広
告
料
収
入
確
保
・
税
金
の
収

納
率
促
進
等
推
進
し
て
い
く
。
 

（
問
）
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
橋
上
駅
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
の
南
口
利

用
者
で
、
障
害
を
も
っ
て
お
ら
れ

な
い
方
や
重
い
荷
物
を
持
っ
て
な

い
等
の
乗
降
に
負
担
の
少
な
い
方

は
、
不
便
に
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
、

以
前
の
北
口
利
用
者
や
高
齢
者
、

足
の
不
自
由
な
方
、
ま
た
乗
降
に

負
担
の
大
き
い
方
に
は
大
変
便
利

に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

　
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
感
じ
方
が
あ
る
ん
だ

な
、
と
思
う
こ
の
三
ヶ
月
で
し
た
。
 

　
私
自
身
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

を
踏
ま
え
て
、
高
齢
者
や
障
害
を

持
っ
た
人
、
ま
た
乳
幼
児
連
れ
の

家
族
等
、
乗
降
に
負
担
の
大
き
い

人
た
ち
に
は
優
し
い
法
隆
寺
駅
で

あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
を
中
心
と

し
た
今
後
の
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
南
口
広
場
は

交
通
広
場
と
し
て
の
機
能
を
確
保

し
、
タ
ク
シ
ー
及
び
バ
ス
乗
り
場

に
か
け
て
は
屋
根
付
き
の
待
合
所

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
駅
南
口

か
ら
西
名
阪
バ
イ
パ
ス
に
向
け
て

の
一
号
線
、
及
び
バ
イ
パ
ス
か
ら

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
南
側
を
通
り
、

駅
南
口
へ
向
か
う
二
号
線
に
つ
い

て
は
測
量
設
計
業
務
を
進
め
て
お

り
、
今
後
は
地
元
関
係
者
と
道
路

計
画
に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
 

　
駅
北
口
か
ら
踏
切
に
向
か
う
四

―
一
号
線
は
用
地
取
得
も
終
わ
り
、

踏
切
へ
の
右
折
不
可
と
す
る
一
方

通
行
道
路
の
計
画
で
す
。
Ｊ
Ｒ
廃

線
跡
地
を
利
用
す
る
駅
北
口
か
ら

西
へ
、
線
路
沿
い
に
計
画
し
て
い

る
四
―
二
号
線
は
、
地
籍
混
乱
等

の
課
題
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
駅
北
口
か
ら
北
方
面
の

服
部
道
ま
で
抜
け
る
五
号
線
は
店

舗
も
多
く
、
課
題
山
積
で
す
が
、
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整
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取
組
み
に
つ
い
て 
 

嶋　田　善　行  議員 

町長（特別職）の 
　　退職金の見直しを！ 
 

木　澤　正　男  議員 

（
問
）
全
国
の
各
自
治
体
で
特
別

職
の
退
職
金
に
つ
い
て
、
見
直
し
・

引
き
下
げ
を
求
め
る
声
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
特
別
職
は
四
年
ご
と

に
退
職
金
を
受
け
取
る
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
六
期
目
で
あ
る

町
長
の
退
職
金
は
い
く
ら
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
 

（
総
務
部
長
）
税
込
の
金
額
で
申

し
上
げ
ま
す
。
 

一
期
目
、
一
千
五
百
八
十
四
万
円
。
 

二
期
目
、
一
千
八
百
二
十
六
万
円
。
 

三
期
目
、
一
千
八
百
九
十
二
万
円
。
 

四
期
目
、
一
千
九
百
　
十
四
万
円
。
 

五
期
目
、
一
千
七
百
九
十
万
八
千

八
百
円
。
六
期
目
は
、
一
千
五
百

三
十
万
八
千
八
百
円
で
す
。
六
期

目
は
ま
だ
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な

い
の
で
、
見
込
み
の
金
額
で
す
。

こ
れ
ら
の
合
計
は
一
億
五
百
三
十

七
万
七
千
六
百
円
で
す
。
 

（
問
）
次
に
、
一
般
職
の
職
員
の

退
職
金
は
い
く
ら
で
し
ょ
う
か
。
 

（
総
務
部
長
）
金
額
が
高
い
方
の

例
と
し
て
お
答
え
し
ま
す
。
勤
続

三
十
五
年
以
上
で
部
長
級
を
五
年

以
上
勤
め
て
定
年
退
職
し
た
場
合

だ
と
税
込
み
で
約
二
千
九
百
万
円

で
す
。
 

（
問
）
一
般
職
の
最
高
ク
ラ
ス
の

方
の
退
職
金
が
四
十
年
ぐ
ら
い
働

い
て
二
千
九
百
万
円
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
町
長
の
一
期
四
年
で
一

千
五
百
万
円
以
上
、
六
期
二
十
四

年
で
一
億
円
を
超
え
る
よ
う
な
退

職
金
と
い
う
の
は
庶
民
感
覚
か
ら

す
れ
ば
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
自
治

体
で
は
、
退
職
金
を
受
け
取
ら
な

い
と
い
う
首
長
も
お
ら
れ
る
よ
う

で
す
が
、
退
職
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。
 

（
町
長
）
退
職
金
組
合
と
の
関
係

や
報
酬
審
議
会
も
あ
る
の
で
、
そ

の
こ
と
も
踏
ま
え
て
み
な
さ
ん
方

が
審
議
し
て
い
た
だ
く
立
場
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
の
報
酬

も
下
げ
て
い
け
ば
必
然
的
に
退
職

金
も
下
が
り
ま
す
。
六
期
目
の
就

任
の
と
き
に
も
退
職
金
を
三
百
万

〜
四
百
万
円
下
げ
る
と
申
し
上
げ
、

実
行
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
私
自

身
も
倹
約
に
努
め
、
自
分
の
も
の

を
ス
リ
ム
に
し
て
い
く
こ
と
が
一

番
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
問
）
町
長
自
身
も
今
の
ま
ま
で

い
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
後

議
会
と
も
協
議
を
し
、
引
き
下
げ

が
で
き
る
よ
う
な
ら
し
て
い
く
と

い
う
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
大
い
に
議
論
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

（
問
）
国
家
及
び
地
方
自
治
体
の

究
極
の
努
め
は
、
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
。
関
西
は
、
今

後
三
十
年
以
内
に
六
十
％
の
確
率

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
以
上
の
大

地
震
に
襲
わ
れ
る
と
政
府
や
専
門

家
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
激
甚
災
害
に
対
す
る
町

の
備
え
は
？
 

（
総
務
部
長
）
町
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

国
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も

と
、
警
戒
活
動
、
広
報
活
動
（
有

線
放
送
Ｆ
Ｍ
広
報
車
等
）
避
難
所

の
開
設
、
緊
急
物
資
の
供
給
等
を

行
い
ま
す
。
現
在
、
ア
ル
フ
ァ
米
・

粉
ミ
ル
ク
・
毛
布
・
紙
お
む
つ
・

仮
設
ト
イ
レ
等
の
備
蓄
を
行
う
と

共
に
、
緊
急
物
資
の
供
給
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
友
好
都
市
、
奈
良

県
、
民
間
企
業
等
と
災
害
時
に
お

け
る
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
 

（
問
）
阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
生

き
埋
め
に
な
っ
た
人
の
九
十
％
を

救
っ
た
の
は
地
域
の
被
災
者
自
身

だ
っ
た
。
町
内
各
自
治
会
に
対
す

る
防
災
上
の
町
の
働
き
か
け
は
？
 

（
総
務
部
長
）
地
域
防
災
力
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
充
分
認
識
し
て

お
り
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
消
防
施

設
等
整
備
補
助
金
交
付
制
度
を
活

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
在

三
十
二
の
自
治
会
が
自
衛
消
防
団

を
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

（
問
）
高
齢
者
、
要
介
護
者
へ
の

災
害
時
援
護
体
制
は
？
 

（
総
務
部
長
）
町
に
お
い
て
は
、

国
及
び
県
の
災
害
時
要
援
護
者
支

援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
、

本
年
度
か
ら
計
画
の
作
成
に
向
け

た
実
態
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

 　
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
 

 （
問
）
斑
鳩
町
の
豊
か
な
地
域
資

源
、
古
道
、
里
道
を
、
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
？
地
方

分
権
に
伴
い
七
年
程
前
に
国
か
ら

町
に
移
譲
さ
れ
た
里
道
の
整
備
状

況
は
？
 

（
都
市
建
設
部
長
）
里
道
千
二
百

二
十
本
、
水
路
七
百
六
十
一
本
を

町
が
全
般
的
に
管
理
す
る
の
は
無

理
な
状
況
も
あ
り
、
移
譲
前
と
特

に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
問
）
ま
ず
、
学
童
通
学
路
を
き

ち
ん
と
整
備
し
、
こ
れ
を
基
に
町

内
の
道
が
、
人
が
安
心
し
て
歩
け

る
道
、
歩
く
権
利
が
保
障
さ
れ
た

道
と
な
っ
て
こ
そ
、
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
斑
鳩
町
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
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関
係
権
利
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

（
問
）
斑
鳩
の
玄
関
口
、
Ｊ
Ｒ
法

隆
寺
駅
は
既
に
出
来
上
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
法
隆
寺
駅
を
「
核
」

と
し
て
、
ま
ず
南
口
及
び
北
口
広

場
の
整
備
、
そ
し
て
周
辺
道
路
を

確
実
に
実
現
し
て
こ
そ
、
本
当
の

斑
鳩
町
の
玄
関
口
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
今
後
も
出
来
る
事
か
ら
、
行
動

に
移
す
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 　
そ
の
他
の
質
問
 

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
後
の
取
組
み
に
つ
 

　
い
て
 

※
町
内
に
あ
る
公
園
の
管
理
及
び
 

　
点
検
に
つ
い
て
 

 

町長が公費で 
　　　視察なき温泉旅行 
 

西　谷　剛　周  議員 

 
「
斑
鳩
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク 

　
総
合
活
用
計
画
」の
見
直
し
を 

 

飯　�　昭　二  議員 

個人情報保護条例に 
　　　　　　　ついて 
 

辻　　　善　次  議員 

（
問
）
今
日
の
社
会
に
お
い
て
あ

ら
ゆ
る
公
共
機
関
、
企
業
等
に
お

い
て
個
人
の
情
報
を
保
有
し
、
そ

の
情
報
を
他
人
に
提
供
し
、
個
人

に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
は
、
あ

る
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
国
、
県
、
町
、
ま
た

自
治
会
活
動
・
災
害
時
な
ど
の
要

援
護
者
・
高
齢
者
、
障
害
者
、
児

童
福
祉
等
に
お
い
て
も
、
住
民
の

安
心
、
安
全
を
守
る
こ
と
か
ら
必

然
的
に
個
人
情
報
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
現
行
の
個
人
保
護

制
度
上
の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い

て
。
 

（
総
務
部
長
）
個
人
情
報
の
保
護

に
努
め
る
一
方
、
住
民
の
福
祉
の

増
進
に
真
に
必
要
な
場
合
、
情
報

提
供
は
考
え
て
い
る
が
、
提
供
に

つ
い
て
は
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、

目
的
外
使
用
の
禁
止
、
公
益
上
の

必
要
性
等
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

（
問
）
さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
敏
感
で
あ
る
が
た
め
に
、

地
域
で
の
相
互
扶
助
や
連
帯
感
と

い
っ
た
住
民
意
識
が
希
薄
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
と
危
惧
し
て

お
り
、
国
の
動
向
に
注
意
し
な
が

ら
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

よ
り
良
い
制
度
運
営
を
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。
 

 介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　
　
の
導
入
に
つ
い
て

 （
問
）
高
齢
者
が
積
極
的
に
社
会

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
、
介
護
給
付
費
の

抑
制
に
つ
な
げ
、
ま
た
参
加
を
促

す
た
め
活
動
実
績
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
が
獲
得
で
き
る
よ
う
に
し
、

ポ
イ
ン
ト
で
介
護
保
険
料
等
が
払

え
る
よ
う
に
す
る
、
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
厚
生
労
働
省

が
考
案
し
た
内
容
に
つ
い
て
質
問

す
る
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
介
護
施
設
や

在
宅
な
ど
に
お
い
て
、
要
介
護
者

等
に
対
す
る
介
護
予
防
に
資
す
る

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
を

行
っ
た
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
て
い
く
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
東
京
の
稲
城
市
で
は
、

福
祉
会
館
な
ど
で
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
し
た
実
績
等
を
評

価
し
た
上
で
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

申
し
出
に
よ
り
こ
の
ポ
イ
ン
ト
で

介
護
保
険
の
一
部
に
充
て
、
実
質

的
な
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
行
う

内
容
で
、
来
年
４
月
実
施
に
向
け

準
備
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
 

　
斑
鳩
町
と
し
て
も
研
究
す
る
。
 

 （
問
）
今
年
の
二
月
十
九
・
二
十

日
の
一
泊
二
日
で
近
隣
七
町
（
斑

鳩
・
三
郷
・
安
堵
・
王
寺
・
上
牧
・

河
合
・
平
群
）
の
町
長
が
、
公
費

で
福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察

す
る
た
め
に
実
施
し
た
視
察
研
修

に
つ
い
て
問
う
。
「
奈
良
県
の
七

町
長
公
費
で
温
泉
旅
行
」
と
、
朝

日
新
聞
や
朝
日
テ
レ
ビ
の
「
ワ
イ

ド
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
で
地
方
自
治

体
の
間
違
っ
た
公
費
の
使
い
方
を

批
判
す
る
報
道
が
さ
れ
た
が
、
町

長
の
視
察
研
修
の
目
的
は
何
か
。
 

（
町
長
）
七
町
の
町
長
が
識
見
を

高
め
る
と
同
時
に
、
共
通
の
問
題

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
目

的
で
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
視

察
先
は
、
福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー

だ
っ
た
が
休
館
日
の
た
め
、
視
察

研
修
が
出
来
ず
に
終
了
し
た
。
 

（
問
）
小
城
町
長
は
、
防
災
セ
ン

タ
ー
が
休
館
日
で
あ
る
こ
と
を
い

つ
知
っ
た
の
か
。
 

（
町
長
）
二
月
十
九
日
の
当
日
に

休
館
日
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
 

（
問
）
な
ぜ
翌
日
の
二
十
日
に
防

災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
を
し
な
か
っ

た
の
か
。
 

（
町
長
）
私
は
二
十
日
は
朝
か
ら

東
京
へ
陳
情
に
行
っ
た
。
 

（
問
）
今
日
ま
で
の
町
長
の
視
察

の
内
容
が
町
行
政
に
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
た
の
か
。
 

（
町
長
）
合
併
を
考
え
る
中
で
、

視
察
研
修
は
七
町
の
町
長
が
腹
を

割
っ
て
話
す
い
い
機
会
だ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
 

（
問
）
目
的
と
す
る
福
井
市
の
防

災
セ
ン
タ
ー
の
視
察
も
せ
ず
、
わ

ざ
わ
ざ
石
川
県
ま
で
足
を
延
ば
し
、

和
倉
温
泉
の
高
級
旅
館
加
賀
屋
に

一
泊
し
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
付
き
の

大
宴
会
二
十
五
万
円
を
含
む
、
九

十
四
万
円
の
旅
行
は
、
ど
こ
か
ら

見
て
も
正
当
な
町
長
の
視
察
旅
行

と
は
言
え
な
い
。
小
城
町
長
は
、
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（宛　先） 

（
問
）
住
宅
を
取
り
巻
く
環
境
及

び
情
勢
は
、
年
々
変
化
す
る
中
、

建
物
の
老
朽
化
、
居
住
水
準
の
格

差
、
入
居
家
族
の
変
化
等
の
多
く

の
課
題
が
あ
る
。
本
町
の
住
宅
状

況
は
、
年
齢
や
世
帯
構
成
、
所
得

階
層
に
偏
り
が
あ
り
、
ま
た
住
宅

申
し
込
み
倍
率
が
高
い
。
近
年
、

急
速
に
進
展
し
て
い
る
少
子
・
高

齢
化
に
対
応
す
る
た
め
住
宅
供
給

の
整
備
を
ど
の
様
に
進
め
る
の
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
今
後
、
民
間

賃
貸
住
宅
の
借
り
上
げ
や
買
い
取

り
と
い
っ
た
供
給
方
式
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
「
斑
鳩
町
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
総
合
活
用
計
画
」
の
見
直
し
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
公
営
住
宅
の

供
給
事
業
を
効
果
的
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
事
か
ら
、
見
直
し

も
含
め
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
今
後
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

適
合
し
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
低
所
得
者

ま
た
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
借

り
ら
れ
る
住
宅
の
確
保
を
早
急
に

進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。
 

 「
高
齢
者
マ
ッ
プ
」
で

　
災
害
弱
者
へ
の
安
否
確
認
を
 

 （
問
）
過
去
に
お
い
て
被
災
し
た

地
域
で
は
、
そ
の
教
訓
を
生
か
し

災
害
弱
者
へ
の
情
報
を
得
て
、
救

い
の
手
を
差
し
延
べ
て
い
る
。
高

齢
者
ま
た
は
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
在
宅
要
介
護
者
、
認
知
症
や

障
が
い
な
ど
で
支
援
の
必
要
性
の

高
い
方
を
対
象
と
し
て
、
地
図
上

に
対
象
者
宅
を
色
分
け
し
有
事
の

時
に
、
地
図
を
頼
り
に
安
否
確
認

が
で
き
る
よ
う
に
高
齢
者
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
安
否
確
認
の

際
、
名
前
と
住
所
だ
け
で
位
置
確

認
が
で
き
な
い
こ
と
も
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
地
図
で
あ
れ
ば
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

（
問
）
高
齢
者
マ
ッ
プ
の
必
要
性

を
考
え
、
作
成
し
て
は
ど
う
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
今
年
度
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
今

後
調
査
研
究
を
し
各
種
関
係
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
 

 　
そ
の
他
の
質
問
 

※
「
地
球
温
暖
化
対
策
」
の
推
進
 

※
印
刷
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
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関
係
権
利
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

（
問
）
斑
鳩
の
玄
関
口
、
Ｊ
Ｒ
法

隆
寺
駅
は
既
に
出
来
上
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
法
隆
寺
駅
を
「
核
」

と
し
て
、
ま
ず
南
口
及
び
北
口
広

場
の
整
備
、
そ
し
て
周
辺
道
路
を

確
実
に
実
現
し
て
こ
そ
、
本
当
の

斑
鳩
町
の
玄
関
口
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
今
後
も
出
来
る
事
か
ら
、
行
動

に
移
す
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 　
そ
の
他
の
質
問
 

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
後
の
取
組
み
に
つ
 

　
い
て
 

※
町
内
に
あ
る
公
園
の
管
理
及
び
 

　
点
検
に
つ
い
て
 

 

町長が公費で 
　　　視察なき温泉旅行 
 

西　谷　剛　周  議員 

 
「
斑
鳩
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク 

　
総
合
活
用
計
画
」の
見
直
し
を 

 

飯　�　昭　二  議員 

個人情報保護条例に 
　　　　　　　ついて 
 

辻　　　善　次  議員 

（
問
）
今
日
の
社
会
に
お
い
て
あ

ら
ゆ
る
公
共
機
関
、
企
業
等
に
お

い
て
個
人
の
情
報
を
保
有
し
、
そ

の
情
報
を
他
人
に
提
供
し
、
個
人

に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
は
、
あ

る
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
国
、
県
、
町
、
ま
た

自
治
会
活
動
・
災
害
時
な
ど
の
要

援
護
者
・
高
齢
者
、
障
害
者
、
児

童
福
祉
等
に
お
い
て
も
、
住
民
の

安
心
、
安
全
を
守
る
こ
と
か
ら
必

然
的
に
個
人
情
報
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
現
行
の
個
人
保
護

制
度
上
の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い

て
。
 

（
総
務
部
長
）
個
人
情
報
の
保
護

に
努
め
る
一
方
、
住
民
の
福
祉
の

増
進
に
真
に
必
要
な
場
合
、
情
報

提
供
は
考
え
て
い
る
が
、
提
供
に

つ
い
て
は
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、

目
的
外
使
用
の
禁
止
、
公
益
上
の

必
要
性
等
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

（
問
）
さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
敏
感
で
あ
る
が
た
め
に
、

地
域
で
の
相
互
扶
助
や
連
帯
感
と

い
っ
た
住
民
意
識
が
希
薄
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
と
危
惧
し
て

お
り
、
国
の
動
向
に
注
意
し
な
が

ら
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

よ
り
良
い
制
度
運
営
を
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。
 

 介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　
　
の
導
入
に
つ
い
て

 （
問
）
高
齢
者
が
積
極
的
に
社
会

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
、
介
護
給
付
費
の

抑
制
に
つ
な
げ
、
ま
た
参
加
を
促

す
た
め
活
動
実
績
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
が
獲
得
で
き
る
よ
う
に
し
、

ポ
イ
ン
ト
で
介
護
保
険
料
等
が
払

え
る
よ
う
に
す
る
、
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
厚
生
労
働
省

が
考
案
し
た
内
容
に
つ
い
て
質
問

す
る
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
介
護
施
設
や

在
宅
な
ど
に
お
い
て
、
要
介
護
者

等
に
対
す
る
介
護
予
防
に
資
す
る

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
を

行
っ
た
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
て
い
く
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
東
京
の
稲
城
市
で
は
、

福
祉
会
館
な
ど
で
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
し
た
実
績
等
を
評

価
し
た
上
で
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

申
し
出
に
よ
り
こ
の
ポ
イ
ン
ト
で

介
護
保
険
の
一
部
に
充
て
、
実
質

的
な
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
行
う

内
容
で
、
来
年
４
月
実
施
に
向
け

準
備
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
 

　
斑
鳩
町
と
し
て
も
研
究
す
る
。
 

 （
問
）
今
年
の
二
月
十
九
・
二
十

日
の
一
泊
二
日
で
近
隣
七
町
（
斑

鳩
・
三
郷
・
安
堵
・
王
寺
・
上
牧
・

河
合
・
平
群
）
の
町
長
が
、
公
費

で
福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察

す
る
た
め
に
実
施
し
た
視
察
研
修

に
つ
い
て
問
う
。
「
奈
良
県
の
七

町
長
公
費
で
温
泉
旅
行
」
と
、
朝

日
新
聞
や
朝
日
テ
レ
ビ
の
「
ワ
イ

ド
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
で
地
方
自
治

体
の
間
違
っ
た
公
費
の
使
い
方
を

批
判
す
る
報
道
が
さ
れ
た
が
、
町

長
の
視
察
研
修
の
目
的
は
何
か
。
 

（
町
長
）
七
町
の
町
長
が
識
見
を

高
め
る
と
同
時
に
、
共
通
の
問
題

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
目

的
で
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
視

察
先
は
、
福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー

だ
っ
た
が
休
館
日
の
た
め
、
視
察

研
修
が
出
来
ず
に
終
了
し
た
。
 

（
問
）
小
城
町
長
は
、
防
災
セ
ン

タ
ー
が
休
館
日
で
あ
る
こ
と
を
い

つ
知
っ
た
の
か
。
 

（
町
長
）
二
月
十
九
日
の
当
日
に

休
館
日
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
 

（
問
）
な
ぜ
翌
日
の
二
十
日
に
防

災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
を
し
な
か
っ

た
の
か
。
 

（
町
長
）
私
は
二
十
日
は
朝
か
ら

東
京
へ
陳
情
に
行
っ
た
。
 

（
問
）
今
日
ま
で
の
町
長
の
視
察

の
内
容
が
町
行
政
に
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
た
の
か
。
 

（
町
長
）
合
併
を
考
え
る
中
で
、

視
察
研
修
は
七
町
の
町
長
が
腹
を

割
っ
て
話
す
い
い
機
会
だ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
 

（
問
）
目
的
と
す
る
福
井
市
の
防

災
セ
ン
タ
ー
の
視
察
も
せ
ず
、
わ

ざ
わ
ざ
石
川
県
ま
で
足
を
延
ば
し
、

和
倉
温
泉
の
高
級
旅
館
加
賀
屋
に

一
泊
し
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
付
き
の

大
宴
会
二
十
五
万
円
を
含
む
、
九

十
四
万
円
の
旅
行
は
、
ど
こ
か
ら

見
て
も
正
当
な
町
長
の
視
察
旅
行

と
は
言
え
な
い
。
小
城
町
長
は
、

議会を傍聴してみませんか！ 
　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしています。
みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのような
発言をし、行政はどう答えているのか、みなさんご自
身でお確かめ下さい。 
　また、会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩町立図書
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（宛　先） 

（
問
）
住
宅
を
取
り
巻
く
環
境
及

び
情
勢
は
、
年
々
変
化
す
る
中
、

建
物
の
老
朽
化
、
居
住
水
準
の
格

差
、
入
居
家
族
の
変
化
等
の
多
く

の
課
題
が
あ
る
。
本
町
の
住
宅
状

況
は
、
年
齢
や
世
帯
構
成
、
所
得

階
層
に
偏
り
が
あ
り
、
ま
た
住
宅

申
し
込
み
倍
率
が
高
い
。
近
年
、

急
速
に
進
展
し
て
い
る
少
子
・
高

齢
化
に
対
応
す
る
た
め
住
宅
供
給

の
整
備
を
ど
の
様
に
進
め
る
の
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
今
後
、
民
間

賃
貸
住
宅
の
借
り
上
げ
や
買
い
取

り
と
い
っ
た
供
給
方
式
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
「
斑
鳩
町
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
総
合
活
用
計
画
」
の
見
直
し
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
公
営
住
宅
の

供
給
事
業
を
効
果
的
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
事
か
ら
、
見
直
し

も
含
め
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
今
後
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

適
合
し
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
低
所
得
者

ま
た
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
借

り
ら
れ
る
住
宅
の
確
保
を
早
急
に

進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。
 

 「
高
齢
者
マ
ッ
プ
」
で

　
災
害
弱
者
へ
の
安
否
確
認
を
 

 （
問
）
過
去
に
お
い
て
被
災
し
た

地
域
で
は
、
そ
の
教
訓
を
生
か
し

災
害
弱
者
へ
の
情
報
を
得
て
、
救

い
の
手
を
差
し
延
べ
て
い
る
。
高

齢
者
ま
た
は
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
在
宅
要
介
護
者
、
認
知
症
や

障
が
い
な
ど
で
支
援
の
必
要
性
の

高
い
方
を
対
象
と
し
て
、
地
図
上

に
対
象
者
宅
を
色
分
け
し
有
事
の

時
に
、
地
図
を
頼
り
に
安
否
確
認

が
で
き
る
よ
う
に
高
齢
者
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
安
否
確
認
の

際
、
名
前
と
住
所
だ
け
で
位
置
確

認
が
で
き
な
い
こ
と
も
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
地
図
で
あ
れ
ば
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

（
問
）
高
齢
者
マ
ッ
プ
の
必
要
性

を
考
え
、
作
成
し
て
は
ど
う
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
今
年
度
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
今

後
調
査
研
究
を
し
各
種
関
係
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
 

 　
そ
の
他
の
質
問
 

※
「
地
球
温
暖
化
対
策
」
の
推
進
 

※
印
刷
物
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
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今
回
の
視
察
な
き
豪
華
和
倉
温
泉

一
泊
二
日
、
十
万
円
の
旅
行
を
町

民
に
謝
罪
さ
れ
る
の
か
。
 

（
町
長
）
町
民
の
皆
さ
ん
に
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
町
長
会

の
研
修
旅
行
は
止
め
る
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。
合
併
を
す
る
と
い

う
中
で
の
研
修
だ
っ
た
が
、
合
併

が
な
く
な
っ
た
以
上
、
そ
の
後
の

研
修
を
止
め
る
べ
き
だ
っ
た
と
反

省
し
て
い
る
。
 

（
問
）
斑
鳩
町
は
財
政
難
で
、
ご

み
の
有
料
化
や
下
水
道
の
加
入
負

担
金
十
万
円
な
ど
、
住
民
に
多
く

の
負
担
を
強
い
て
い
る
。
町
行
政

に
生
か
さ
れ
な
い
視
察
旅
行
は
止

め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
 

 
学
校
に
お
け
る 

　
「
い
じ
め
問
題
」
対
策
を
！！ 
 

伴　　　吉　晴  議員 

放課後子どもプランに 
　　　　　　　　ついて 
 

小　林　　　誠  議員 

（
問
）
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

検
討
段
階
の
事
業
で
す
が
、
そ
の

方
向
性
は
ど
う
な
っ
て
お
ら
れ
ま

す
か
。
 

（
教
育
長
）
平
成
十
九
年
度
か
ら

の
新
事
業
で
あ
る
事
か
ら
、
実
施

に
向
け
て
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
数
多
く
あ

り
、
本
年
度
中
に
は
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
、
方
向
性
を
見
出
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
保
護
者
、
指
導
員
ら
が
心

配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も

の
安
全
性
及
び
、
情
緒
面
へ
の
配

慮
の
観
点
か
ら
小
規
模
（
七
十
人

以
下
）
の
適
正
人
数
へ
の
移
行
を

促
す
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

で
も
あ
る
為
、
学
童
保
育
も
影
響

を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
が
、
平
成

二
十
三
年
度
へ
向
け
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
今
後
の
学
童

保
育
室
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

今
後
調
査
・
検
討
さ
れ
て
い
き
ま

す
が
、
参
加
す
る
児
童
・
生
徒
が

重
複
す
る
と
考
え
ら
れ
、
従
来
学

童
保
育
室
へ
入
室
し
て
い
た
児
童

が
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
学
童
保
育
室
へ

の
児
童
は
減
少
す
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
問
）
我
々
関
係
者
は
正
し
い
情

報
が
手
に
入
り
、
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
情
報
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
保
護
者
、
指
導
員
ら
に
は
、

こ
の
プ
ラ
ン
の
中
身
や
方
向
性
が

し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
だ
け
で

な
く
、
行
政
が
行
う
事
業
は
、
関

係
者
だ
け
の
協
議
に
留
ま
ら
ず
、

も
っ
と
途
中
経
過
を
、
一
般
の
方

で
も
分
か
る
表
現
に
し
て
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
 

  

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

　
　
　
公
金
収
納
に
つ
い
て

 （
問
）
日
常
生
活
の
変
化
や
、
支

払
い
手
段
の
多
様
化
に
対
応
す
る

為
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

公
金
収
納
を
導
入
、
ま
た
は
導
入

予
定
の
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
斑
鳩
町
は
こ
の
時
代
の
流
れ

に
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す
か
。
 

（
総
務
部
長
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
公
金
収
納
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
問
題
点
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
多
様
化
す
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
応
え
る
べ
く
、
新
た
な
納

付
方
法
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
問
）
子
ど
も
は
斑
鳩
の
宝
物
。

そ
の
宝
物
が
壊
れ
て
い
く
、
壊
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
慙
愧
（
ざ
ん
ぎ
）

に
堪
え
な
い
。
こ
れ
は
私
を
含
め

た
大
人
の
責
任
で
あ
る
。
だ
か
ら

「
い
じ
め
」
の
問
題
を
取
り
上
げ

た
い
。
ま
ず
斑
鳩
町
立
小
学
校
三

校
と
中
学
校
二
校
に
お
け
る
発
生

件
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
伺
う
。
 

（
教
育
長
）
各
学
校
で
「
い
じ
め
」

と
言
え
る
事
例
が
あ
る
か
ど
う
か

を
調
査
し
、
平
成
十
九
年
五
月
に

学
校
に
対
し
て
平
成
十
八
年
度
の

「
い
じ
め
」
の
件
数
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
斑
鳩
小
学
校
八
件
、
斑

鳩
西
小
学
校
ゼ
ロ
件
、
斑
鳩
東
小

学
校
五
件
（
小
学
校
十
三
件
）
、

斑
鳩
中
学
校
一
件
、
斑
鳩
南
中
学

校
ゼ
ロ
件
（
中
学
校
一
件
）
、
合

わ
せ
て
十
四
件
と
い
う
結
果
で
し

た
。
 

　
小
さ
な
出
来
事
が
「
い
じ
め
」

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
適
切
に
指
導
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

（
問
）
哀
し
い
思
い
を
し
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
こ
と
自
体
が
悲
し

い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
斑
鳩
町
に

は
い
じ
め
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
、

と
聞
け
る
事
を
期
待
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
刻
も
早
く
哀
し
い
思

い
を
し
て
い
る
子
ど
も
を
救
わ
な

く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
が
私
た

ち
大
人
の
責
任
で
あ
る
。
斑
鳩
町

で
は
、
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
方
策
を
取
ら
れ
て
い
る

の
か
全
般
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。
 

（
教
育
長
）
「
い
じ
め
」
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
待
つ

だ
け
で
は
な
く
、
小
さ
な
変
化
に

気
付
く
事
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

特
定
の
教
員
が
問
題
を
抱
え
込
ん

だ
り
、
事
実
を
隠
し
た
り
す
る
事

な
く
、
学
校
全
体
で
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
事
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
 

　
子
ど
も
の
変
化
に
気
付
い
た
場

合
は
、
先
生
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

す
ぐ
に
学
年
、
生
徒
指
導
・
教
務

主
任
・
教
頭
・
校
長
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
を

密
に
し
、
小
さ
な
課
題
で
あ
っ
て

も
学
校
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
、

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や

地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
心
配

な
事
は
速
や
か
に
保
護
者
に
連
絡
・

相
談
を
し
ま
す
。
そ
の
他
、
心
の

専
門
家
と
も
連
携
し
、
「
い
じ
め
」

の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

 

議会だよりが斑鳩町ホームページで 
　　　　閲覧できるようになりました！！ 

※5月1日発行（ＮＯ．52）から斑鳩町の

　ホームページに掲載されています。

　是非ご覧ください。

　
六
月
定
例
会
で
は
、
「
森
林
の
整
備
、
林
業
・
林
産
業
の
振
興
に
関

す
る
意
見
書
」
が
議
員
提
案
さ
れ
、
本
会
議
最
終
日
に
満
場
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。
 

　
今
日
の
森
林
・
林
業
や
木
材
関
連
産
業
は
、
国
産
材
の
価
格
低
迷
が
長
期
に

続
く
中
で
、
林
業
の
採
算
性
が
悪
化
し
、
そ
の
こ
と
が
森
林
所
有
者
の
林
業
に

対
す
る
意
欲
を
失
わ
せ
、
適
切
な
森
林
の
育
成
・
整
備
が
停
滞
し
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
が
低
下
し
て
い
る
実
情
に
あ
る
。
 

　
ま
た
、
近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
で
、
山
地
災
害
未
然
防
止
に
向
け

た
治
山
対
策
や
森
林
整
備
等
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
で
の
「
安
全
・
安
心
の

確
保
」
に
対
す
る
国
民
の
期
待
と
要
請
は
年
々
増
加
し
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
発
揮
が
一
層
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

　
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
枠
組
み
と
な
る
京
都
議
定
書
が
昨
年
二
月
に

発
効
し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
際
公
約
と
な
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
六
％
削
減
を
履

行
す
る
た
め
の
、
森
林
吸
収
量
三
．
九
％
確
保
対
策
の
着
実
な
実
行
も
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
 

　
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
は
、
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
基
づ
く
、

多
様
で
健
全
な
森
林
の
整
備
、
国
土
保
全
の
推
進
に
向
け
、
来
年
度
以
降
の
予

算
の
拡
充
等
必
要
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保

及
び
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
軸
と
す
る
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
に
向
け
た
諸

施
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
 

　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日
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良
県
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町
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に
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意
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書

福井市防災センター

�����

一 般 質 問町政ここが聞きたい

!2!3



今
回
の
視
察
な
き
豪
華
和
倉
温
泉

一
泊
二
日
、
十
万
円
の
旅
行
を
町

民
に
謝
罪
さ
れ
る
の
か
。
 

（
町
長
）
町
民
の
皆
さ
ん
に
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
町
長
会

の
研
修
旅
行
は
止
め
る
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。
合
併
を
す
る
と
い

う
中
で
の
研
修
だ
っ
た
が
、
合
併

が
な
く
な
っ
た
以
上
、
そ
の
後
の

研
修
を
止
め
る
べ
き
だ
っ
た
と
反

省
し
て
い
る
。
 

（
問
）
斑
鳩
町
は
財
政
難
で
、
ご

み
の
有
料
化
や
下
水
道
の
加
入
負

担
金
十
万
円
な
ど
、
住
民
に
多
く

の
負
担
を
強
い
て
い
る
。
町
行
政

に
生
か
さ
れ
な
い
視
察
旅
行
は
止

め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
 

 
学
校
に
お
け
る 

　
「
い
じ
め
問
題
」
対
策
を
！！ 
 

伴　　　吉　晴  議員 

放課後子どもプランに 
　　　　　　　　ついて 
 

小　林　　　誠  議員 

（
問
）
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

検
討
段
階
の
事
業
で
す
が
、
そ
の

方
向
性
は
ど
う
な
っ
て
お
ら
れ
ま

す
か
。
 

（
教
育
長
）
平
成
十
九
年
度
か
ら

の
新
事
業
で
あ
る
事
か
ら
、
実
施

に
向
け
て
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
数
多
く
あ

り
、
本
年
度
中
に
は
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
、
方
向
性
を
見
出
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

（
問
）
保
護
者
、
指
導
員
ら
が
心

配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も

の
安
全
性
及
び
、
情
緒
面
へ
の
配

慮
の
観
点
か
ら
小
規
模
（
七
十
人

以
下
）
の
適
正
人
数
へ
の
移
行
を

促
す
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

で
も
あ
る
為
、
学
童
保
育
も
影
響

を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
が
、
平
成

二
十
三
年
度
へ
向
け
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
今
後
の
学
童

保
育
室
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

今
後
調
査
・
検
討
さ
れ
て
い
き
ま

す
が
、
参
加
す
る
児
童
・
生
徒
が

重
複
す
る
と
考
え
ら
れ
、
従
来
学

童
保
育
室
へ
入
室
し
て
い
た
児
童

が
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
学
童
保
育
室
へ

の
児
童
は
減
少
す
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
問
）
我
々
関
係
者
は
正
し
い
情

報
が
手
に
入
り
、
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
情
報
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
保
護
者
、
指
導
員
ら
に
は
、

こ
の
プ
ラ
ン
の
中
身
や
方
向
性
が

し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
だ
け
で

な
く
、
行
政
が
行
う
事
業
は
、
関

係
者
だ
け
の
協
議
に
留
ま
ら
ず
、

も
っ
と
途
中
経
過
を
、
一
般
の
方

で
も
分
か
る
表
現
に
し
て
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
 

  

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

　
　
　
公
金
収
納
に
つ
い
て

 （
問
）
日
常
生
活
の
変
化
や
、
支

払
い
手
段
の
多
様
化
に
対
応
す
る

為
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

公
金
収
納
を
導
入
、
ま
た
は
導
入

予
定
の
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
斑
鳩
町
は
こ
の
時
代
の
流
れ

に
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す
か
。
 

（
総
務
部
長
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
公
金
収
納
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
問
題
点
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
多
様
化
す
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
応
え
る
べ
く
、
新
た
な
納

付
方
法
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
問
）
子
ど
も
は
斑
鳩
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宝
物
。

そ
の
宝
物
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れ
て
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く
、
壊
さ
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こ
と
は
慙
愧
（
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ぎ
）
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い
。
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含
め

た
大
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で
あ
る
。
だ
か
ら

「
い
じ
め
」
の
問
題
を
取
り
上
げ

た
い
。
ま
ず
斑
鳩
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立
小
学
校
三

校
と
中
学
校
二
校
に
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け
る
発
生

件
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
伺
う
。
 

（
教
育
長
）
各
学
校
で
「
い
じ
め
」

と
言
え
る
事
例
が
あ
る
か
ど
う
か

を
調
査
し
、
平
成
十
九
年
五
月
に

学
校
に
対
し
て
平
成
十
八
年
度
の

「
い
じ
め
」
の
件
数
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
斑
鳩
小
学
校
八
件
、
斑

鳩
西
小
学
校
ゼ
ロ
件
、
斑
鳩
東
小

学
校
五
件
（
小
学
校
十
三
件
）
、

斑
鳩
中
学
校
一
件
、
斑
鳩
南
中
学

校
ゼ
ロ
件
（
中
学
校
一
件
）
、
合

わ
せ
て
十
四
件
と
い
う
結
果
で
し

た
。
 

　
小
さ
な
出
来
事
が
「
い
じ
め
」

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
適
切
に
指
導
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

（
問
）
哀
し
い
思
い
を
し
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
こ
と
自
体
が
悲
し

い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
斑
鳩
町
に

は
い
じ
め
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
、

と
聞
け
る
事
を
期
待
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
刻
も
早
く
哀
し
い
思

い
を
し
て
い
る
子
ど
も
を
救
わ
な

く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
が
私
た

ち
大
人
の
責
任
で
あ
る
。
斑
鳩
町

で
は
、
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
方
策
を
取
ら
れ
て
い
る

の
か
全
般
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。
 

（
教
育
長
）
「
い
じ
め
」
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
待
つ

だ
け
で
は
な
く
、
小
さ
な
変
化
に

気
付
く
事
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

特
定
の
教
員
が
問
題
を
抱
え
込
ん

だ
り
、
事
実
を
隠
し
た
り
す
る
事

な
く
、
学
校
全
体
で
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
事
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
 

　
子
ど
も
の
変
化
に
気
付
い
た
場

合
は
、
先
生
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

す
ぐ
に
学
年
、
生
徒
指
導
・
教
務

主
任
・
教
頭
・
校
長
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
を

密
に
し
、
小
さ
な
課
題
で
あ
っ
て

も
学
校
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
、

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や

地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
心
配

な
事
は
速
や
か
に
保
護
者
に
連
絡
・

相
談
を
し
ま
す
。
そ
の
他
、
心
の

専
門
家
と
も
連
携
し
、
「
い
じ
め
」

の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
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保

及
び
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
軸
と
す
る
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
に
向
け
た
諸

施
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
 

　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
斑
鳩
町
議
会
  

森
林
の
整
備
、林
業
・
林
産
業
の
振
興
に
関
す
る
意
見
書

福井市防災センター

�����

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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総 
務
常
任
委
員
会 

　
六
月
十
九
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か

ら
付
託
を
受
け
ま
し
た
三
議
案
を
審
査
し
、
満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

（
一
）
斑
鳩
町
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
租
税
特
別
措
置
法
に
お
い
て
、

特
定
の
居
住
用
資
産
を
買
換
え
、

ま
た
は
交
換
し
た
場
合
の
長
期
譲

渡
所
得
の
課
税
の
特
例
に
係
る
条

文
が
統
合
・
整
理
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。 

（
二
）
斑
鳩
町
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
郵
政
民
営
化
に
伴
い
、
独
立
行

政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保

険
管
理
機
構
、
及
び
郵
便
事
業
株

式
会
社
・
郵
便
局
株
式
会
社
が
所

有
す
る
固
定
資
産
に
関
す
る
課
税

の
特
例
が
本
年
十
月
一
日
に
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

（
三
）
王
寺
周
辺
広
域
土
地
開
発

公
社
の
解
散
に
つ
い
て

　
広
域
圏
内
の
振
興
整
備
事
業
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、
昭

和
五
十
年
に
設
立
さ
れ
、
県
立
三

室
病
院
の
建
設
用
地
の
買
収
な
ど
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
お
い
て

は
、
特
段
の
活
動
を
行
っ
て
お
ら

ず
、
本
年
十
月
三
十
日
を
も
っ
て

解
散
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
件
に

対
し
て
、
委
員
か
ら
広
域
女
性
セ

ン
タ
ー
設
置
要
望
に
つ
い
て
、
県

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
要
望

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
斑
鳩
町
独

自
で
の
女
性
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て

 

　
各
課
報
告
事
項
と
し
て
六
件
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、
主
な
も

の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◎
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い

て　
当
委
員
会
に
属
す
る
も
の
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
、
委
員
よ
り
法

定
外
公
共
物
（
水
路
）
の
処
分
に

つ
い
て
、
売
り
払
い
価
格
が
適
正

と
言
え
る
の
か
、
ま
た
近
隣
の
取

引
実
例
は
調
査
さ
れ
た
の
か
等
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
の
報
告
に
つ
い
て 

　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
管
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
十
八
年
四
月

一
日
よ
り
斑
鳩
町
文
化
振
興
財
団

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
四

月
一
日
よ
り
指
定
期
間
を
三
年
間

と
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
事
か
ら

議
会
の
初
日
に
斑
鳩
町
文
化
振
興

財
団
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
町
よ

り
報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、
担
当

の
総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
も

収
支
計
算
書
、
施
設
管
理
運
営
費

の
前
年
比
較
等
に
つ
い
て
の
説
明
、

文
化
振
興
財
団
の
指
定
管
理
者
と

し
て
の
取
り
組
み
の
効
果
と
し
て
、

自
主
事
業
収
支
比
率
の
改
善
、
施

設
管
理
運
営
費
の
経
費
節
減
、
い

か
る
が
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員
数
の

向
上
な
ど
、
一
定
の
効
果
が
出
て

い
る
事
な
ど
の
説
明
、
報
告
を
受

け
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り
、
自
主
事
業
の
縮
小

に
よ
っ
て
経
費
が
減
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
の
か
、
議
会
か
ら
理

事
、
評
議
員
と
し
て
入
っ
て
い
な

い
の
で
、
担
当
課
と
し
て
監
督
を

し
っ
か
り
と
し
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
た
だ
単
に
一
年

間
の
比
較
を
し
て
終
わ
り
で
は
な

し
に
、
そ
の
場
そ
の
場
で
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
な
企
画
立

案
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
藤
ノ
木
古
墳
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
藤
ノ
木
の
保
存
と
活
用
を
目

的
と
し
て
、
石
室
の
保
存
修
理
と

一
般
公
開
に
向
け
て
昨
年
よ
り
二
ヶ

年
計
画
で
整
備
に
着
手
し
、
本
年

度
は
墳
丘
周
辺
の
保
護
盛
土
及
び

植
栽
、
石
室
見
学
施
設
の
通
路
や

照
明
、
見
学
広
場
の
整
備
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
た
（
仮
称
）
文

化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
着

手
し
、
平
成
二
十
年
度
の
完
成
を

目
指
し
、
本
年
度
は
出
土
品
の
レ

プ
リ
カ
作
成
、
斑
鳩
の
歴
史
・
文

化
や
古
墳
の
紹
介
映
像
の
作
成
等

を
行
う
。
史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
り
三
ヶ

年
計
画
で
発
掘
調
査
を
行
う
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

　
な
お
、
本
件
、
斑
鳩
町
に
お
け

る
歴
史
的
史
跡
等
の
発
掘
調
査
、

整
備
保
存
に
関
す
る
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
継
続
審
査
案
件
と
し

て
取
り
扱
う
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
中
西
委
員
長
記
） 

 

厚 生常任委員会 

　
建
築
が
ス
タ
ー
ト
す
る

（
仮
称
）
総
合
福
祉
会
館

 

　
本
会
議
初
日
に
可
決
さ
れ
た
建

築
の
契
約
は
、
村
本
建
設
株
式
会

社
・
奈
良
本
店
（
広
陵
町
）
で
九

億
九
千
五
十
万
円
（
消
費
税
込
み
）

と
な
り
ま
し
た
。
既
に
計
画
年
度

が
大
き
く
ず
れ
込
ん
で
い
る
（
本

来
平
成
十
五
年
度
中
に
完
成
す
る

計
画
）
こ
と
か
ら
、
六
月
二
十
一

日
に
「
安
全
祈
願
祭
」
が
早
々
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
と
い
う
事
な

ど
を
主
な
理
由
と
し
て
、
分
離
発

注
に
な
っ
て
い
る
機
械
設
備
工
事

は
、
一
億
八
千
三
百
七
十
五
万
円

で
（
株
）
三
晃
空
調
大
阪
支
店
（
大

阪
市
）
と
、
電
気
設
備
工
事
は
、

一
億
七
千
八
百
五
十
万
円
で
（
株
）

太
子
電
気
（
斑
鳩
町
）
と
の
契
約

の
締
結
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
議
決

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
株
）
関
西
支
社

が
九
百
五
十
万
円
で
落
札
し
て
い

る
事
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り
、 

◎
指
名
競
争
入
札
の
メ
リ
ッ
ト 

◎
辞
退
し
た
業
者
が
多
く
出
た
こ 

　
と
を
ど
う
見
て
い
る
の
か 

◎
設
計
価
格
と
予
定
価
格
の
算
出 

　
の
仕
方
と
公
表
に
つ
い
て 

◎
民
民
の
受
注
価
格
と
官
民
の
受 

　
注
価
格
の
違
い
に
つ
い
て 

◎
入
札
の
や
り
直
し
で
価
格
は
ど 

　
う
変
わ
っ
た
の
か 

◎
事
故
が
多
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の 

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て 

　
等
々
の
多
数
の
質
疑
・
意
見
が

あ
り
、
町
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。 

         

　
継
続
審
査
案
件 

 

　
平
成
十
年
か
ら
整
備
検
討
委
員

会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
議
会
で
も

様
々
な
検
討
を
し
て
き
た
（
仮
称
）

総
合
福
祉
会
館
は
、
こ
れ
ま
で
も

厚
生
常
任
委
員
会
が
整
備
に
つ
い

て
の
継
続
的
調
査
・
審
査
が
必
要

と
し
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
建

設
工
事
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
工
事
の
進
捗
管
理
と
と
も

に
、
会
館
の
運
営
に
つ
い
て
、
重

要
な
事
項
を
今
後
も
調
査
・
審
査

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
（
仮

称
）
総
合
福
祉
会
館
の
整
備
、
運

営
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を

当
委
員
会
の
継
続
審
査
案
件
と
い

た
し
ま
し
た
。 

　
早
速
、
閉
会
中
の
調
査
と
し
て

次
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
ま
し
た
。 

【
現
地
調
査
の
実
施
】

七
月
十
三
日
（
金
）

午
前 

広
陵
町 

さ
わ
や
か
ホ
ー
ル

午
後 

河
合
町 

豆
山
の
郷

　
設
備
の
内
容
と
運
営
方
法
な

ど
を
中
心
に
調
査
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
新
任
の
議
員
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施

し
ま
す
。

 

　
「
斑
鳩
町
障
害
福
祉
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
を

（
第
一
期
）
と
し
た
「
安
心
と
生

き
が
い
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
」
と
い
う
副
題
の
つ
い

た
計
画
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
斑
鳩
町
で
は
、
す
で
に
障
害
者

基
本
法
に
基
づ
く
、
「
障
害
者
福

祉
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
と
二
本
立
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
考
え
方
に

つ
い
て
問
わ
れ
、
計
画
見
直
し
年

度
に
合
わ
せ
て
、
三
年
後
に
は
計

画
を
一
本
化
す
る
考
え
方
が
示
さ

れ
ま
し
た
。 

 

　
福
祉
課
の
三
事
業
の

　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い

 

　
今
年
も
事
業
の
日
程
が
示
さ
れ
、

委
員
会
と
し
て
職
員
の
補
助
の
た

め
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

◎
心
身
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の
集
い

（
七
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
）

◎
一
日
里
親

（
八
月
八
日
）

◎
身
体
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の
集
い

（
八
月
三
十
一
日
）

　
そ
の
他
に
つ
い
て

◎
虹
の
家
の
作
業
所
建
て
直
し
に 

　
つ
い
て 

◎
学
力
低
下
・
体
力
低
下
に
伴
う
、 

　
学
童
保
育
で
の
対
応
は
何
か
考 

　
え
て
い
る
か 

◎
合
併
な
ど
に
よ
り
市
制
を
引
い 

　
た
場
合
と
単
独
町
政
の
場
合
の 

　
違
い
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
町
の
考
え
方

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

　6月18日（月）全委員出席のもと、委

員会を開催いたしました。

　本会議からの付託案件はないものの、当

委員会所管の（仮称）総合福祉会館の設備

関係の契約の締結については、入札の日程

により、最終日の追加日程となることから、

15日の開札結果の報告を受けました。

安全祈願祭
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総 
務
常
任
委
員
会 

　
六
月
十
九
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か

ら
付
託
を
受
け
ま
し
た
三
議
案
を
審
査
し
、
満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

（
一
）
斑
鳩
町
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
租
税
特
別
措
置
法
に
お
い
て
、

特
定
の
居
住
用
資
産
を
買
換
え
、

ま
た
は
交
換
し
た
場
合
の
長
期
譲

渡
所
得
の
課
税
の
特
例
に
係
る
条

文
が
統
合
・
整
理
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。 

（
二
）
斑
鳩
町
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
郵
政
民
営
化
に
伴
い
、
独
立
行

政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保

険
管
理
機
構
、
及
び
郵
便
事
業
株

式
会
社
・
郵
便
局
株
式
会
社
が
所

有
す
る
固
定
資
産
に
関
す
る
課
税

の
特
例
が
本
年
十
月
一
日
に
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

（
三
）
王
寺
周
辺
広
域
土
地
開
発

公
社
の
解
散
に
つ
い
て

　
広
域
圏
内
の
振
興
整
備
事
業
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、
昭

和
五
十
年
に
設
立
さ
れ
、
県
立
三

室
病
院
の
建
設
用
地
の
買
収
な
ど
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
お
い
て

は
、
特
段
の
活
動
を
行
っ
て
お
ら

ず
、
本
年
十
月
三
十
日
を
も
っ
て

解
散
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
件
に

対
し
て
、
委
員
か
ら
広
域
女
性
セ

ン
タ
ー
設
置
要
望
に
つ
い
て
、
県

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
要
望

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
斑
鳩
町
独

自
で
の
女
性
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て

 

　
各
課
報
告
事
項
と
し
て
六
件
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、
主
な
も

の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◎
平
成
十
九
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い

て　
当
委
員
会
に
属
す
る
も
の
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
、
委
員
よ
り
法

定
外
公
共
物
（
水
路
）
の
処
分
に

つ
い
て
、
売
り
払
い
価
格
が
適
正

と
言
え
る
の
か
、
ま
た
近
隣
の
取

引
実
例
は
調
査
さ
れ
た
の
か
等
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
の
報
告
に
つ
い
て 

　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
管
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
十
八
年
四
月

一
日
よ
り
斑
鳩
町
文
化
振
興
財
団

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
四

月
一
日
よ
り
指
定
期
間
を
三
年
間

と
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
事
か
ら

議
会
の
初
日
に
斑
鳩
町
文
化
振
興

財
団
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
町
よ

り
報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、
担
当

の
総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
も

収
支
計
算
書
、
施
設
管
理
運
営
費

の
前
年
比
較
等
に
つ
い
て
の
説
明
、

文
化
振
興
財
団
の
指
定
管
理
者
と

し
て
の
取
り
組
み
の
効
果
と
し
て
、

自
主
事
業
収
支
比
率
の
改
善
、
施

設
管
理
運
営
費
の
経
費
節
減
、
い

か
る
が
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員
数
の

向
上
な
ど
、
一
定
の
効
果
が
出
て

い
る
事
な
ど
の
説
明
、
報
告
を
受

け
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り
、
自
主
事
業
の
縮
小

に
よ
っ
て
経
費
が
減
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
の
か
、
議
会
か
ら
理

事
、
評
議
員
と
し
て
入
っ
て
い
な

い
の
で
、
担
当
課
と
し
て
監
督
を

し
っ
か
り
と
し
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
た
だ
単
に
一
年

間
の
比
較
を
し
て
終
わ
り
で
は
な

し
に
、
そ
の
場
そ
の
場
で
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
な
企
画
立

案
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
藤
ノ
木
古
墳
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
藤
ノ
木
の
保
存
と
活
用
を
目

的
と
し
て
、
石
室
の
保
存
修
理
と

一
般
公
開
に
向
け
て
昨
年
よ
り
二
ヶ

年
計
画
で
整
備
に
着
手
し
、
本
年

度
は
墳
丘
周
辺
の
保
護
盛
土
及
び

植
栽
、
石
室
見
学
施
設
の
通
路
や

照
明
、
見
学
広
場
の
整
備
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
た
（
仮
称
）
文

化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
着

手
し
、
平
成
二
十
年
度
の
完
成
を

目
指
し
、
本
年
度
は
出
土
品
の
レ

プ
リ
カ
作
成
、
斑
鳩
の
歴
史
・
文

化
や
古
墳
の
紹
介
映
像
の
作
成
等

を
行
う
。
史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
り
三
ヶ

年
計
画
で
発
掘
調
査
を
行
う
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

　
な
お
、
本
件
、
斑
鳩
町
に
お
け

る
歴
史
的
史
跡
等
の
発
掘
調
査
、

整
備
保
存
に
関
す
る
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
継
続
審
査
案
件
と
し

て
取
り
扱
う
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
中
西
委
員
長
記
） 

 

厚 生常任委員会 

　
建
築
が
ス
タ
ー
ト
す
る

（
仮
称
）
総
合
福
祉
会
館

 

　
本
会
議
初
日
に
可
決
さ
れ
た
建

築
の
契
約
は
、
村
本
建
設
株
式
会

社
・
奈
良
本
店
（
広
陵
町
）
で
九

億
九
千
五
十
万
円
（
消
費
税
込
み
）

と
な
り
ま
し
た
。
既
に
計
画
年
度

が
大
き
く
ず
れ
込
ん
で
い
る
（
本

来
平
成
十
五
年
度
中
に
完
成
す
る

計
画
）
こ
と
か
ら
、
六
月
二
十
一

日
に
「
安
全
祈
願
祭
」
が
早
々
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
と
い
う
事
な

ど
を
主
な
理
由
と
し
て
、
分
離
発

注
に
な
っ
て
い
る
機
械
設
備
工
事

は
、
一
億
八
千
三
百
七
十
五
万
円

で
（
株
）
三
晃
空
調
大
阪
支
店
（
大

阪
市
）
と
、
電
気
設
備
工
事
は
、

一
億
七
千
八
百
五
十
万
円
で
（
株
）

太
子
電
気
（
斑
鳩
町
）
と
の
契
約

の
締
結
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
議
決

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
株
）
関
西
支
社

が
九
百
五
十
万
円
で
落
札
し
て
い

る
事
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り
、 

◎
指
名
競
争
入
札
の
メ
リ
ッ
ト 

◎
辞
退
し
た
業
者
が
多
く
出
た
こ 

　
と
を
ど
う
見
て
い
る
の
か 

◎
設
計
価
格
と
予
定
価
格
の
算
出 

　
の
仕
方
と
公
表
に
つ
い
て 

◎
民
民
の
受
注
価
格
と
官
民
の
受 

　
注
価
格
の
違
い
に
つ
い
て 

◎
入
札
の
や
り
直
し
で
価
格
は
ど 

　
う
変
わ
っ
た
の
か 

◎
事
故
が
多
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の 

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て 

　
等
々
の
多
数
の
質
疑
・
意
見
が

あ
り
、
町
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。 

         
　
継
続
審
査
案
件 

 

　
平
成
十
年
か
ら
整
備
検
討
委
員

会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
議
会
で
も

様
々
な
検
討
を
し
て
き
た
（
仮
称
）

総
合
福
祉
会
館
は
、
こ
れ
ま
で
も

厚
生
常
任
委
員
会
が
整
備
に
つ
い

て
の
継
続
的
調
査
・
審
査
が
必
要

と
し
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
建

設
工
事
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
工
事
の
進
捗
管
理
と
と
も

に
、
会
館
の
運
営
に
つ
い
て
、
重

要
な
事
項
を
今
後
も
調
査
・
審
査

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
（
仮

称
）
総
合
福
祉
会
館
の
整
備
、
運

営
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を

当
委
員
会
の
継
続
審
査
案
件
と
い

た
し
ま
し
た
。 

　
早
速
、
閉
会
中
の
調
査
と
し
て

次
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
ま
し
た
。 

【
現
地
調
査
の
実
施
】

七
月
十
三
日
（
金
）

午
前 

広
陵
町 

さ
わ
や
か
ホ
ー
ル

午
後 

河
合
町 

豆
山
の
郷

　
設
備
の
内
容
と
運
営
方
法
な

ど
を
中
心
に
調
査
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
新
任
の
議
員
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施

し
ま
す
。

 

　
「
斑
鳩
町
障
害
福
祉
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
を

（
第
一
期
）
と
し
た
「
安
心
と
生

き
が
い
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
」
と
い
う
副
題
の
つ
い

た
計
画
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
斑
鳩
町
で
は
、
す
で
に
障
害
者

基
本
法
に
基
づ
く
、
「
障
害
者
福

祉
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
と
二
本
立
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
考
え
方
に

つ
い
て
問
わ
れ
、
計
画
見
直
し
年

度
に
合
わ
せ
て
、
三
年
後
に
は
計

画
を
一
本
化
す
る
考
え
方
が
示
さ

れ
ま
し
た
。 

 

　
福
祉
課
の
三
事
業
の

　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い

 

　
今
年
も
事
業
の
日
程
が
示
さ
れ
、

委
員
会
と
し
て
職
員
の
補
助
の
た

め
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

◎
心
身
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の
集
い

（
七
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
）

◎
一
日
里
親

（
八
月
八
日
）

◎
身
体
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の
集
い

（
八
月
三
十
一
日
）

　
そ
の
他
に
つ
い
て

◎
虹
の
家
の
作
業
所
建
て
直
し
に 

　
つ
い
て 

◎
学
力
低
下
・
体
力
低
下
に
伴
う
、 

　
学
童
保
育
で
の
対
応
は
何
か
考 

　
え
て
い
る
か 

◎
合
併
な
ど
に
よ
り
市
制
を
引
い 

　
た
場
合
と
単
独
町
政
の
場
合
の 

　
違
い
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
町
の
考
え
方

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

　6月18日（月）全委員出席のもと、委

員会を開催いたしました。

　本会議からの付託案件はないものの、当

委員会所管の（仮称）総合福祉会館の設備

関係の契約の締結については、入札の日程

により、最終日の追加日程となることから、

15日の開札結果の報告を受けました。

安全祈願祭
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委員会のうごき委員会のうごき
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委員会のうごき委員会のうごき

　
六
月
十
五
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
七
議

案
を
慎
重
に
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
「
平
成
十
八
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
」
は
、
満
場
一
致
で
認
定
し
、
残
り
の
六
議
案
に
つ
い
て
も
可
決

し
、
そ
の
う
ち
一
議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
点
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

建 
設
水
道
常
任
委
員
会 

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
十
八
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
代
表
監
査
委
員
の
報
告

　
会
計
決
算
書
類
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
及
び
当

年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
ま

た
当
年
度
の
決
算
は
、
前
年
度
の

よ
う
な
好
業
績
で
は
な
い
が
、
売

上
高
純
利
益
率
が
五
％
と
ま
ず
ま

ず
の
決
算
で
、
そ
の
結
果
、
通
常

の
経
営
状
態
と
な
っ
て
い
る
。 

　
そ
の
一
方
、
検
討
す
べ
き
点
と

し
て
、
今
後
の
水
道
事
業
経
営
に

つ
い
て
は
、
将
来
長
期
に
渡
っ
て

住
民
に
安
価
で
良
質
の
水
を
供
給

し
続
け
る
た
め
の
、
布
石
を
絶
え

ず
打
っ
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
安

定
し
た
利
益
と
長
期
的
企
業
維
持

に
よ
り
、
現
行
価
格
維
持
で
供
給

し
、
あ
る
い
は
価
格
引
き
下
げ
ま

で
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
運
営
の

経
営
理
念
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

▽
水
道
事
業
会
計
決
算
の
説
明

　
契
約
件
数
が
前
年
度
よ
り
八
十

五
件
増
加
し
、
一
万
七
十
三
件
、

有
収
率
に
つ
い
て
は
九
十
五
・
六

％
と
昨
年
度
比
較
し
て
、
一
・
六

ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
漏
水
調
査
や
配

水
管
整
備
促
進
に
よ
り
効
果
を
出

し
て
い
る
。
建
設
改
良
費
で
は
、

配
水
整
備
の
老
朽
管
更
新
事
業
等

で
四
千
五
十
四
メ
ー
ト
ル
の
工
事

を
行
い
、
石
綿
管
の
更
新
で
は
千

五
百
五
十
一
メ
ー
ト
ル
実
施
。
ま

と
め
と
し
て
、
契
約
件
数
が
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
や
節
水
型
水
使
用
機

器
の
普
及
等
に
よ
り
、
水
需
要
が

減
少
傾
向
の
中
、
住
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
石
綿
管
や
経

年
塩
ビ
管
の
更
新
に
努
め
、
住
民

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
清

浄
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め

た
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り
、
不
納
欠
損
及
び
過

年
度
分
未
収
金
の
状
況
に
お
け
る

不
明
分
に
つ
い
て
、
企
業
債
の
借

り
入
れ
に
お
け
る
利
率
に
つ
い
て

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

        

◎
平
成
十
九
年
度
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

前
南
口
広
場
整
備
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　
主
に
歩
道
の
設
置
（
石
張
舗
装
）

を
は
じ
め
、
広
場
内
の
表
面
排
水

処
理
を
す
る
た
め
の
街
渠
工
並
び

に
配
水
管
等
の
布
設
、
広
場
内
の

照
明
四
基
の
設
置
、
植
樹
工
と
し

て
ア
ラ
カ
シ
、
芝
生
等
の
植
樹
、

ま
た
交
通
機
能
を
確
保
の
た
め
の

横
断
歩
道
、
中
央
分
離
帯
の
設
置

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
委
員
よ

り
は
じ
め
に
都
市
計
画
決
定
を
し

て
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
順
序
が

逆
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
ま

た
一
方
で
は
安
全
で
快
適
な
歩
行

空
間
の
確
保
と
交
通
広
場
と
し
て

の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

緊
急
性
の
高
い
工
事
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
神
南
四
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
関
す
る
陳
情
書
二
件
に
つ
い
て

　
当
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
つ
い
て

事
前
協
議
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
状
況
、
建
設
計
画
の
内

容
等
に
つ
い
て
昨
年
の
六
月
議
会

か
ら
六
回
に
わ
た
り
慎
重
に
審
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
本
年
三
月

に
は
紅
葉
ケ
丘
自
治
会
か
ら
、
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
の
事
業
主
が
変
更

と
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
陳
情
書

が
取
り
下
げ
ら
れ
、
ま
た
笠
町
自

治
会
の
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
議

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
審
議
未

了
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

回
新
た
に
、
前
回
と
同
じ
よ
う
な

趣
旨
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
再

度
、
町
に
説
明
を
受
け
た
後
、
委

員
よ
り
質
疑
、
意
見
が
あ
り
、
以

下
の
内
容
で
取
り
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。 

　
神
南
四
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
つ
い
て
は
、
法
令
等
の
規
制

の
範
囲
内
で
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
斑
鳩
町
開
発
指
導
要
綱

第
六
条
の
規
定
に
あ
る
と
お
り
、

業
者
に
お
い
て
は
、
今
後
引
き
続

き
、
計
画
地
周
辺
住
民
及
び
自
治

会
と
誠
意
を
持
っ
て
協
議
し
、
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
合
意
形
成
を

図
る
よ
う
、
町
よ
り
指
導
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
す
る
。 

　
以
上
の
内
容
で
、
そ
の
措
置
を

行
政
側
に
求
め
る
と
い
う
事
を
本

日
の
当
委
員
会
の
結
論
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◎
「
ア
ト
レ
王
寺
」
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
に
関
す
る
陳
情
書
に
つ

い
て

　
こ
の
陳
情
書
に
つ
い
て
も
、
委

員
よ
り
意
見
を
伺
い
、
先
の
陳
情

と
同
様
の
結
論
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
飯
�
委
員
長
記
） 

　
今
年
度
よ
り
、
六
名
の
委
員
で
町
予
算
の
徹
底
分
析
、
歳
入
・
歳
出
の

集
中
審
議
を
お
こ
な
う
た
め
、
新
た
に
予
算
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
六
月
十
九
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議

か
ら
付
託
を
受
け
た
一
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
報

告
し
ま
す
。 予 

算
常
任
委
員
会 

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
十
九
年
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
今
回
の
予
算
補
正
は
主
に
次
の

三
点
か
ら
な
る
も
の
で
し
た
。 

1
普
通
財
産
の
売
り
払
い
収
入
、

二
十
四
万
四
千
円
。 

2
町
制
６０
周
年
記
念
事
業
に
対
す

る
寄
付
金
収
入
、
十
万
円
。 

3
消
防
団
員
退
職
に
伴
う
退
職
報

奨
金
の
受
け
入
れ
と
支
払
い
、
二

百
六
十
二
万
四
千
円
。 

　
特
に
議
論
が
深
ま
っ
た
も
の
は

1
の
普
通
財
産
の
売
り
払
い
に
つ

い
て
で
し
た
。
町
の
「
用
途
廃
止

財
産
の
払
い
下
げ
価
格
を
算
定
す

る
基
準
」
に
基
づ
い
て
、
法
定
外

公
共
物
を
売
り
払
う
と
い
う
説
明

に
対
し
、
委
員
か
ら
は
、 

○
法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ
に

際
し
、
測
量
、
登
記
の
費
用
負
担

は
誰
が
行
う
の
か
。 

○
単
独
利
用
さ
れ
る
法
定
外
公
共

物
と
は
ど
ん
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
の
か
。 

○
法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ
を

受
け
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
法
定
外

公
共
物
に
隣
接
し
た
土
地
の
所
有

者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
そ
の
法
定
外
公
共
物

を
自
分
の
も
の
に
し
た
場
合
、
な

ん
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
・
益
が
あ
る

か
ら
自
分
の
所
有
物
に
し
よ
う
と

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
減

額
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。 

○
町
が
示
す
「
用
途
廃
止
財
産
の

払
い
下
げ
価
格
を
算
定
す
る
基
準
」

の
な
か
に
法
定
外
公
共
物
の
機
能

を
失
っ
て
い
る
場
合
と
し
て
、
借

地
権
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
減

額
で
き
る
と
あ
る
が
、
基
本
的
に

法
定
外
公
共
物
お
よ
び
無
番
地
に

つ
い
て
は
時
効
取
得
と
い
う
概
念

は
な
い
の
で
時
効
取
得
は
成
立
し

な
い
、
し
た
が
っ
て
借
地
権
も
発

生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
、
借
地
権

が
あ
っ
た
と
し
て
減
額
す
る
こ
と

自
体
が
間
違
い
で
あ
る
。 

○
以
上
の
こ
と
か
ら
町
が
示
す
「
用

途
廃
止
財
産
の
払
い
下
げ
価
格
を

算
定
す
る
基
準
」
自
体
が
不
当
な

も
の
だ
と
思
う
が
、
算
定
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の

か
。 

な
ど
、
住
民
の
税
金
で
あ
る
町
財

政
の
負
担
を
少
し
で
も
少
な
く
す

る
、
き
ち
ん
と
管
理
を
す
る
と
い

う
立
場
か
ら
質
疑
、
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
理
事

者
か
ら
は
、 

○
測
量
、
登
記
の
経
費
負
担
は
申

請
者
が
お
こ
な
う
。 

○
法
定
外
公
共
物
の
用
途
廃
止
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
で
き

る
基
準
に
見
直
し
、
住
民
に
説
明

で
き
る
よ
う
わ
か
り
や
す
い
基
準

に
し
て
い
き
た
い 

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
2
の
寄
付
金
に
つ
い

て
は
町
内
業
者
二
社
よ
り
、
五
万

円
ず
つ
の
寄
付
が
あ
っ
た
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
3
の
消
防
団
を
退
職
さ
れ

る
の
は
五
名
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

　
そ
の
他
に
つ
い
て 

 

　
委
員
よ
り
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
設
置
さ
れ
た
予
算
常
任
委
員
会

の
審
議
の
方
向
性
や
運
営
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
予
算
常
任
委
員
会
で
は
、
予
算

の
仕
組
み
を
よ
り
深
く
理
解
し
、

町
財
政
の
状
況
や
予
算
全
体
を
専

門
的
に
把
握
す
る
。
ま
た
、
他
の

常
任
委
員
会
で
は
で
き
な
い
よ
う

な
、
予
算
に
つ
い
て
の
集
中
的
な

議
論
を
行
い
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
町
の
財
政
状
況
や
、
み
な
さ
ん

の
税
金
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
、
と
い
う
目
的
意
識
を
強
く
持

っ
て
委
員
会
運
営
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
（
木
澤
委
員
長
記
） 
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委員会のうごき委員会のうごき

　
六
月
十
五
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
七
議

案
を
慎
重
に
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
「
平
成
十
八
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
」
は
、
満
場
一
致
で
認
定
し
、
残
り
の
六
議
案
に
つ
い
て
も
可
決

し
、
そ
の
う
ち
一
議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
点
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

建 
設
水
道
常
任
委
員
会 

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
十
八
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
代
表
監
査
委
員
の
報
告

　
会
計
決
算
書
類
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
及
び
当

年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
ま

た
当
年
度
の
決
算
は
、
前
年
度
の

よ
う
な
好
業
績
で
は
な
い
が
、
売

上
高
純
利
益
率
が
五
％
と
ま
ず
ま

ず
の
決
算
で
、
そ
の
結
果
、
通
常

の
経
営
状
態
と
な
っ
て
い
る
。 

　
そ
の
一
方
、
検
討
す
べ
き
点
と

し
て
、
今
後
の
水
道
事
業
経
営
に

つ
い
て
は
、
将
来
長
期
に
渡
っ
て

住
民
に
安
価
で
良
質
の
水
を
供
給

し
続
け
る
た
め
の
、
布
石
を
絶
え

ず
打
っ
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
安

定
し
た
利
益
と
長
期
的
企
業
維
持

に
よ
り
、
現
行
価
格
維
持
で
供
給

し
、
あ
る
い
は
価
格
引
き
下
げ
ま

で
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
運
営
の

経
営
理
念
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

▽
水
道
事
業
会
計
決
算
の
説
明

　
契
約
件
数
が
前
年
度
よ
り
八
十

五
件
増
加
し
、
一
万
七
十
三
件
、

有
収
率
に
つ
い
て
は
九
十
五
・
六

％
と
昨
年
度
比
較
し
て
、
一
・
六

ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
漏
水
調
査
や
配

水
管
整
備
促
進
に
よ
り
効
果
を
出

し
て
い
る
。
建
設
改
良
費
で
は
、

配
水
整
備
の
老
朽
管
更
新
事
業
等

で
四
千
五
十
四
メ
ー
ト
ル
の
工
事

を
行
い
、
石
綿
管
の
更
新
で
は
千

五
百
五
十
一
メ
ー
ト
ル
実
施
。
ま

と
め
と
し
て
、
契
約
件
数
が
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
や
節
水
型
水
使
用
機

器
の
普
及
等
に
よ
り
、
水
需
要
が

減
少
傾
向
の
中
、
住
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
石
綿
管
や
経

年
塩
ビ
管
の
更
新
に
努
め
、
住
民

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
清

浄
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め

た
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り
、
不
納
欠
損
及
び
過

年
度
分
未
収
金
の
状
況
に
お
け
る

不
明
分
に
つ
い
て
、
企
業
債
の
借

り
入
れ
に
お
け
る
利
率
に
つ
い
て

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

        

◎
平
成
十
九
年
度
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

前
南
口
広
場
整
備
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　
主
に
歩
道
の
設
置
（
石
張
舗
装
）

を
は
じ
め
、
広
場
内
の
表
面
排
水

処
理
を
す
る
た
め
の
街
渠
工
並
び

に
配
水
管
等
の
布
設
、
広
場
内
の

照
明
四
基
の
設
置
、
植
樹
工
と
し

て
ア
ラ
カ
シ
、
芝
生
等
の
植
樹
、

ま
た
交
通
機
能
を
確
保
の
た
め
の

横
断
歩
道
、
中
央
分
離
帯
の
設
置

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
委
員
よ

り
は
じ
め
に
都
市
計
画
決
定
を
し

て
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
順
序
が

逆
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
ま

た
一
方
で
は
安
全
で
快
適
な
歩
行

空
間
の
確
保
と
交
通
広
場
と
し
て

の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

緊
急
性
の
高
い
工
事
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
神
南
四
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
関
す
る
陳
情
書
二
件
に
つ
い
て

　
当
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
つ
い
て

事
前
協
議
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
状
況
、
建
設
計
画
の
内

容
等
に
つ
い
て
昨
年
の
六
月
議
会

か
ら
六
回
に
わ
た
り
慎
重
に
審
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
本
年
三
月

に
は
紅
葉
ケ
丘
自
治
会
か
ら
、
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
の
事
業
主
が
変
更

と
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
陳
情
書

が
取
り
下
げ
ら
れ
、
ま
た
笠
町
自

治
会
の
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
議

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
審
議
未

了
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

回
新
た
に
、
前
回
と
同
じ
よ
う
な

趣
旨
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
再

度
、
町
に
説
明
を
受
け
た
後
、
委

員
よ
り
質
疑
、
意
見
が
あ
り
、
以

下
の
内
容
で
取
り
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。 

　
神
南
四
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
つ
い
て
は
、
法
令
等
の
規
制

の
範
囲
内
で
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
斑
鳩
町
開
発
指
導
要
綱

第
六
条
の
規
定
に
あ
る
と
お
り
、

業
者
に
お
い
て
は
、
今
後
引
き
続

き
、
計
画
地
周
辺
住
民
及
び
自
治

会
と
誠
意
を
持
っ
て
協
議
し
、
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
合
意
形
成
を

図
る
よ
う
、
町
よ
り
指
導
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
す
る
。 

　
以
上
の
内
容
で
、
そ
の
措
置
を

行
政
側
に
求
め
る
と
い
う
事
を
本

日
の
当
委
員
会
の
結
論
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◎
「
ア
ト
レ
王
寺
」
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
に
関
す
る
陳
情
書
に
つ

い
て

　
こ
の
陳
情
書
に
つ
い
て
も
、
委

員
よ
り
意
見
を
伺
い
、
先
の
陳
情

と
同
様
の
結
論
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
飯
�
委
員
長
記
） 

　
今
年
度
よ
り
、
六
名
の
委
員
で
町
予
算
の
徹
底
分
析
、
歳
入
・
歳
出
の

集
中
審
議
を
お
こ
な
う
た
め
、
新
た
に
予
算
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
六
月
十
九
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議

か
ら
付
託
を
受
け
た
一
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
報

告
し
ま
す
。 予 

算
常
任
委
員
会 

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
十
九
年
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
今
回
の
予
算
補
正
は
主
に
次
の

三
点
か
ら
な
る
も
の
で
し
た
。 

1
普
通
財
産
の
売
り
払
い
収
入
、

二
十
四
万
四
千
円
。 

2
町
制
６０
周
年
記
念
事
業
に
対
す

る
寄
付
金
収
入
、
十
万
円
。 

3
消
防
団
員
退
職
に
伴
う
退
職
報

奨
金
の
受
け
入
れ
と
支
払
い
、
二

百
六
十
二
万
四
千
円
。 

　
特
に
議
論
が
深
ま
っ
た
も
の
は

1
の
普
通
財
産
の
売
り
払
い
に
つ

い
て
で
し
た
。
町
の
「
用
途
廃
止

財
産
の
払
い
下
げ
価
格
を
算
定
す

る
基
準
」
に
基
づ
い
て
、
法
定
外

公
共
物
を
売
り
払
う
と
い
う
説
明

に
対
し
、
委
員
か
ら
は
、 

○
法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ
に

際
し
、
測
量
、
登
記
の
費
用
負
担

は
誰
が
行
う
の
か
。 

○
単
独
利
用
さ
れ
る
法
定
外
公
共

物
と
は
ど
ん
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
の
か
。 

○
法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ
を

受
け
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
法
定
外

公
共
物
に
隣
接
し
た
土
地
の
所
有

者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
そ
の
法
定
外
公
共
物

を
自
分
の
も
の
に
し
た
場
合
、
な

ん
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
・
益
が
あ
る

か
ら
自
分
の
所
有
物
に
し
よ
う
と

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
減

額
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。 

○
町
が
示
す
「
用
途
廃
止
財
産
の

払
い
下
げ
価
格
を
算
定
す
る
基
準
」

の
な
か
に
法
定
外
公
共
物
の
機
能

を
失
っ
て
い
る
場
合
と
し
て
、
借

地
権
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
減

額
で
き
る
と
あ
る
が
、
基
本
的
に

法
定
外
公
共
物
お
よ
び
無
番
地
に

つ
い
て
は
時
効
取
得
と
い
う
概
念

は
な
い
の
で
時
効
取
得
は
成
立
し

な
い
、
し
た
が
っ
て
借
地
権
も
発

生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
、
借
地
権

が
あ
っ
た
と
し
て
減
額
す
る
こ
と

自
体
が
間
違
い
で
あ
る
。 

○
以
上
の
こ
と
か
ら
町
が
示
す
「
用

途
廃
止
財
産
の
払
い
下
げ
価
格
を

算
定
す
る
基
準
」
自
体
が
不
当
な

も
の
だ
と
思
う
が
、
算
定
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の

か
。 

な
ど
、
住
民
の
税
金
で
あ
る
町
財

政
の
負
担
を
少
し
で
も
少
な
く
す

る
、
き
ち
ん
と
管
理
を
す
る
と
い

う
立
場
か
ら
質
疑
、
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
理
事

者
か
ら
は
、 

○
測
量
、
登
記
の
経
費
負
担
は
申

請
者
が
お
こ
な
う
。 

○
法
定
外
公
共
物
の
用
途
廃
止
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
で
き

る
基
準
に
見
直
し
、
住
民
に
説
明

で
き
る
よ
う
わ
か
り
や
す
い
基
準

に
し
て
い
き
た
い 

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
2
の
寄
付
金
に
つ
い

て
は
町
内
業
者
二
社
よ
り
、
五
万

円
ず
つ
の
寄
付
が
あ
っ
た
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
3
の
消
防
団
を
退
職
さ
れ

る
の
は
五
名
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

　
そ
の
他
に
つ
い
て 

 

　
委
員
よ
り
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
設
置
さ
れ
た
予
算
常
任
委
員
会

の
審
議
の
方
向
性
や
運
営
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
予
算
常
任
委
員
会
で
は
、
予
算

の
仕
組
み
を
よ
り
深
く
理
解
し
、

町
財
政
の
状
況
や
予
算
全
体
を
専

門
的
に
把
握
す
る
。
ま
た
、
他
の

常
任
委
員
会
で
は
で
き
な
い
よ
う

な
、
予
算
に
つ
い
て
の
集
中
的
な

議
論
を
行
い
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
町
の
財
政
状
況
や
、
み
な
さ
ん

の
税
金
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
、
と
い
う
目
的
意
識
を
強
く
持

っ
て
委
員
会
運
営
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
（
木
澤
委
員
長
記
） 

 

国から譲与を受けた法定外公共物の一例
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「いかるが議会だより」は古紙配合率100％再生紙、
環境に優しい大豆油インキを使用しています。

��

6月定例会 
15人の議員が抱負を語る 

6月定例会ではこんなことが決まりました 

10人の議員が一般質問を行いました 

委員会のうごき 

 

い
か
る
が
議
会
だ
よ
り
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平
成
十
九
年
度
の
議
会
の
構
成
は
五
月
十
一
日
よ
り
次
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
か
ら
複
数
常
任

委
員
会
制
に
よ
り
、
特

別
委
員
会
か
ら
常
任
委

員
会
に
か
わ
り
、
四
常 

任
委
員
会
の
各
委
員
長 

が
二
年
間
、
担
当
す
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

編
集
に
あ
た
り
、
ひ
と 

り
で
も
多
く
の
方
に
目 

を
通
し
て
頂
け
る
よ
う 

考
え
て
い
ま
す
。 

◆
改
選
後
、
初
め
て
の
議
会
だ
よ

り
で
す
の
で
、
新
し
い
十
五
名
の

議
員
の
抱
負
を
掲
載
し
ま
し
た
。

◆
こ
の
四
年
間
、
議
員
と
し
て
の

責
務
を
果
た
す
事
が
重
要
で
す
。

何
を
言
っ
た
か
で
は
な
く
、
何
を

や
っ
た
か
が
大
事
で
す
。
選
挙
目

当
て
で
政
策
を
コ
ロ
コ
ロ
と
変
え

る
無
責
任
で
あ
っ
た
り
、
住
民
の

不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
無
節
操
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

◆
各
議
員
が
抱
負
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
、
公
約
実
現

を
し
て
き
た
の
か
を
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
正
確
に
住
民
の
目
線

で
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
先
日
、
平
群
町
議
会
か
ら
、
議

会
だ
よ
り
に
つ
い
て
視
察
に
来
ら

れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
広
報

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
充
実
し

た
も
の
に
す
る
た
め
の
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
◆
住
民
に
絶
対
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を

的
確
に
選
択
し
、
限
ら
れ
た
紙
面

に
要
約
し
て
、
い
か
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
事
が
重
要
か
を
、
再

度
認
識
し
ま
し
た
。 

◆
今
後
、
情
報
の
一
方
通
行
に
な

ら
な
い
よ
う
住
民
と
議
会
と
の
対

話
あ
る
企
画
も
必
要
と
考
え
ま
す
。 

（
飯
�
委
員
長
記
） 

 

委 員 会 名 称 構　成　委　員 委員会が担当する事項  

総務常任 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 

中 西 　 和 夫  
伴 　 　 吉 晴  
小 林 　 　 誠  
紀 　 　 良 治  
嶋 田 　 善 行  
辻 　 　 善 次  

厚生常任 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 

里 川 宜 志 子  
辻 　 　 善 次  
小 林 　 　 誠  
吉 野 　 俊 明  
西 谷 　 剛 周  
木 田 　 守 彦  

建設水道 
常任委員会 

 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 

飯� 　 昭 二  
宮� 　 和 彦  
吉 野 　 俊 明  
紀 　 　 良 治  
西 谷 　 剛 周  
浦 野 　 圭 司  

予算常任 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 

木 澤 　 正 男  
浦 野 　 圭 司  
宮 � 　 和 彦  
伴 　 　 吉 晴  
嶋 田 　 善 行  
木 田 　 守 彦  
 

総務、厚生、建設水道の各常任委員会に関する事務のうち、
予算に関する事務の調査をします。 

町の総合計画や行政改革、防災計画、文化振興財団、広報「い
かるが」、財政計画、交付税、財産管理、固定資産税、町
民税、小・中学校、幼稚園に関すること等の事務について
の調査、並びに議案、請願等の審査をします。 

児童福祉、老人保健、介護保険、国民健康保険、ごみ問題、
環境対策、住民登録・戸籍、国民年金に関すること等関す
ること等の事務についての調査、並びに議案、請願等の審
査をします。 

道路、河川、橋梁、町営住宅、観光イベント、町営駐車場、
商工業、農業、建築開発に伴う各種規制、屋外広告、公園・
緑地、駅前整備、都市計画道路、公共下水道に関すること
等の事務についての調査、並びに議案、請願等の審査をし
ます。 

広報発行 
常任委員会 

 

議会運営 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 

飯� 　 昭 二  
木 澤 　 正 男  
中 西 　 和 夫  
里 川 宜 志 子  
 

委 員 長 
副委員長  
委 員  
〃 
〃 
〃 
 

里 川 宜 志 子  
飯� 　 昭 二  
嶋 田 　 善 行  
西 谷 　 剛 周   
浦 野 　 圭 司  
辻 　 　 善 次  

議会広報の編集、発行に関する事務 

定例議会の会期、議事日程及び議事進行に関すること、請願・
陳情の処理に関すること、意見書の提出等議会の対外的問
題に関すること等、その他議会運営上必要と認める事項及
び他の委員会に属さない事項の審査、調査をします。 

委員会の新しい構成をお知らせします 

議
　
長
　
　
中 

川
　
靖 

広
　
　
　
　
監
査
委
員
　
　
中 

西
　
和 

夫

副
議
長
　
　
嶋 

田
　
善 

行


